
（左上）「つつじの咲く頃」
　　　撮影：根本　明さん（谷戸町在住）
　　　場所：谷戸せせらぎ公園（平成27年5月29日撮影）

（右上）「可憐に咲くスズラン」
　　　撮影：庄司　文子さん（田無町在住）
　　　場所：田無町7丁目（平成28年4月26日撮影）

平成29年

第1回
定例会

２面3面4面5面6面7面8面9面10面
紙
面
の
紹
介
（
も
く
じ
）

市
長
の
施
政
方
針
の
概
要

代
表
質
問
の
要
旨

・
自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
保
谷
　
な
お
み
　
議
員

代
表
質
問
の
要
旨

（
２
面
に
引
き
続
き
）

議
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
①

　
採
択
さ
れ
た
陳
情
へ
の
市
の
対
応

代
表
質
問
の
要
旨

・
西
東
京
市
議
会
公
明
党

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
佐
藤　
公
男　
　
議
員

・
日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
大
竹　
あ
つ
子　
議
員

代
表
質
問
の
要
旨

（
４
面
に
引
き
続
き
）

・
統
一
会
派
み
ら
い

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
山
崎　
英
昭　
　
議
員

議
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
②

　
市
議
会
の
傍
聴
に「
手
話
通
訳
者
」の

派
遣
を
依
頼
で
き
ま
す

代
表
質
問
の
要
旨

・
民
進
党
西
東
京

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
森　
　
信
一　
　
議
員

・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
後
藤　
ゆ
う
子　
議
員

用
語
の
解
説

議
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
③

　
視
察
受
け
入
れ
状
況
を
報
告
し
ま
す

一
般
質
問
の
要
旨

　
森　
　
て
る
お　
議
員（
無
所
属
①
）

　
納
田　
さ
お
り　
議
員（
無
所
属
②
）

委
員
会
の
審
査
か
ら

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

当
初
予
算
に
対
す
る
討
論

議
案
の
議
決
結
果
一
覧

陳
情
の
結
果

今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

会
議
の
開
催
状
況

会
議
録
の
公
開
予
定

編
集
後
記

平成29年度当初予算一般会計702億2,900万円のほか５つの特別会計を可決

「西東京いこいの森公園及び周辺の市立公園の指定管理者の指定の変更について」を可決

指定管理者により管理している一部の市立公園に、新たに設置したひばりが丘さくらの道公園、緑町
二丁目けやき公園、住吉町三丁目ひばり緑地を追加します。

　一般会計における主な新規事業は以下のとおりです。
　◇若者サミットの開催を含む、第2次総合計画後期基本計画の策定
　◇子育て力向上を目的とした親子で参加できるイベントや保護者向けの講演の実施
　◇みどりの散策マップにウオーキング等の健康づくりの視点を取り入れ、マップを活用した健康増進事業の実施
　◇エスカレーター等整備によるひばりヶ丘駅北口のバリアフリー化事業の補助
　◇「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づく全棟調査の実施
　◇中学３年生を対象として、夏季休業日に民間人講師を活用した習熟度別指導の実施
　◇下野谷遺跡の最寄駅である東伏見駅周辺に、縄文モニュメント等の設置

主
　
な
　
議
　
案
　
等

○第1回定例会
会期…2月27日(月)～3月30日(木)　32日間

審議件数 可決・採択
※

否決・
不採択 継続

市長提出議案 26 26
 条例 10 10
 予算 10 10
 その他 ６ ６  
委員会提出議案 ２ 2
議員提出議案 ５ ２ ３
動議 １  １
陳情 4 1  3
※「可決･採択」には、同意、一部採択を含んでいます。

8面へ

7面へ

議会だよりに掲載する写真を募集中！あなたのベストショットをぜひお送りください！

西  東  京  市  議  会 だ  よ  り

西東京市
Nishitokyo City

〒188-8666 西東京市南町5-6-13　　 042-464-1311　　編集／議会報編集委員会　発行／西東京市議会

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（　042-421-4545）へお問い合わせください。

「声の市議会だより」をお届けしています。
（デイジー版・CD版）

第74号
平成29年5月15日
（2017年）
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丸山　浩一市長

平
成
29
年
度
は
、
第
２
次
総

合
計
画
と
第
４
次
行
財
政
改
革

大
綱
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
４

年
目
を
迎
え
る
。
２
期
目
の
市

政
運
営
は
、
後
期
基
本
計
画
の

策
定
、
実
施
を
通
し
て
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
重
要
な
４
年
間

と
考
え
て
い
る
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
女
性
や
高
齢
者
を
初

め
と
す
る
市
民
の
皆
様
が
い
き

い
き
と
暮
ら
し
、
活
躍
す
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
「
健
康
」
応

援
都
市
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域

で
子
育
て
を
支
え
る
環
境
づ
く

り
、
女
性
の
起
業
・
創
業
や
高

齢
者
の
就
労
を
後
押
し
す
る
仕

組
み
づ
く
り
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
健
康
を
支
え
、
健
康
づ
く
り

を
通
じ
た
仲
間
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
集
い
の
場
づ

く
り
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

市
民
参
加
、
市
民
協
働
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
若
者
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
加
を
進
め
る
た
め
、

第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て（
仮
称
）

若
者
サ
ミ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ
た

い
。
ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
企
画
提

案
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
団
体

と
の
協
働
が
期
待
で
き
る
事
業

を
行
政
か
ら
提
案
す
る
制
度
も

含
め
検
討
す
る
。

第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
に

つ
い
て
、
第
２
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
わ
せ

た
見
直
し
作
業
に
着
手
す
る
。

事
務
事
業
評
価
制
度
に
つ
い
て

も
、
次
の
評
価
制
度
の
運
用
方

法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
に
つ

い
て
は
、
実
行
計
画
を
毎
年
度

策
定
す
る
こ
と
で
着
実
に
取
り

組
み
を
進
め
る
。

泉
小
学
校
跡
地
活
用
に
つ
い

て
は
、
障
害
者
福
祉
施
設
、
高

齢
者
福
祉
施
設
、
公
園
の
整
備

を
計
画
的
に
進
め
る
。

西
東
京
市
民
会
館
、
中
央
図

書
館
・
田
無
公
民
館
の
合
築
複

合
化
に
つ
い
て
は
、
年
内
を
目

途
に
進
め
る
。

二
庁
舎
体
制
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
統
合
方
針
に
基
づ
き
仮
庁

舎
の
設
計
を
進
め
、
庁
舎
機
能

の
再
配
置
等
に
つ
い
て
、田
無
・

保
谷
庁
舎
敷
地
に
お
け
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
検

討
す
る
。
ま
た
、
将
来
の
庁
舎

統
合
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、

全
市
的
な
議
論
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
る
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
、

西
東
京
市
の
市
域
特
性
を
踏
ま

え
た
上
で
、
教
育
委
員
会
と
と

も
に
丁
寧
に
検
討
す
る
。

ひ
ば
り
が
丘
団
地
を
モ
デ
ル

地
域
に
、
介
護
予
防
教
室
等
の

取
り
組
み
を
試
行
実
施
す
る
。

乳
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
に
つ
い
て
、
前
年
度
の
未

受
診
者
を
対
象
と
す
る
よ
う
見

直
す
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
制
度

を
創
設
す
る
。

東
京
大
学
と
連
携
協
力
し
都

内
自
治
体
初
の
フ
レ
イ
ル
予
防

事
業
を
推
進
す
る
。

障
害
者
対
象
の
夏
季
休
業
中

の
学
校
プ
ー
ル
で
の
水
泳
事
業

を
実
施
す
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
気
運
醸
成
と

し
て
、「
日
本
の
文
化
体
験
フ

ェ
ス
」
や
、
オ
ラ
ン
ダ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
・
ス
ポ
ー
ツ
連

合
と
の
連
携
事
業
を
実
施
す
る
。

多
摩
六
都
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

は
、
市
単
独
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

継
続
開
催
す
る
。

保
谷
中
学
校
校
庭
と
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
地
域
開
放
す
る
た
め
、

夜
間
照
明
設
置
に
向
け
て
取
り

組
む
。

庁
舎
間
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
や
被
災
者
生
活
再
建
支
援

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

市
立
小
・
中
学
校
に
非
常
用

飲
料
水
を
配
備
す
る
。

自
動
通
話
録
音
機
を
高
齢
者

等
に
配
付
す
る
と
と
も
に
、
小

学
校
の
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
進
め
る
。

新
た
に
緊
急
耐
震
重
点
区
域

を
定
め
補
助
金
を
拡
充
す
る
。

住
宅
施
策
を
所
管
す
る
都
市

整
備
部
住
宅
課
を
設
け
、
空
き

家
の
全
棟
調
査
を
実
施
す
る
。

西
３
・
４
・
11
号
線
の
事
業

説
明
会
等
に
取
り
組
む
。

２
カ
年
を
か
け
て
ひ
ば
り
ヶ

丘
駅
北
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
整
備
し
、

北
口
で
の
新
た
な
自
転
車
駐
車

場
の
整
備
に
取
り
組
む
。

東
伏
見
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
構
想
を
策
定
す
る
。

公
園
配
置
計
画
の
策
定
に
取

り
組
む
。

下
野
谷
遺
跡
に
つ
い
て
、Ｖ

Ｒ
を
活
用
し
た
啓
発
活
動
や
東

伏
見
駅
周
辺
へ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
等
の
設
置
に
取
り
組
む
。

女
性
の
働
き
方
サ
ポ
ー
ト
推

進
事
業
の
展
開
を
図
る
。

（
仮
称
）
西
東
京
市
創
業
サ

ポ
ー
ト
施
設
開
設
支
援
補
助
制

度
を
創
設
し
、Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
施
設

の
整
備
を
図
る
。

認
定
農
業
者
へ
の
支
援
策
を

継
続
す
る
。

西
部
地
域
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
設
立
に
取
り
組
む
。

認
可
保
育
所
、
小
規
模
保
育

事
業
所
の
開
設
な
ど
、
待
機
児

童
の
解
消
に
取
り
組
む
。

認
可
外
保
育
施
設
保
護
者
助

成
は
、
３
年
間
の
時
限
措
置
と

し
て
月
額
１
万
６
千
円
を
支
給

す
る
。

サ
マ
ー
子
ど
も
教
室
、
児
童

館
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
事
業
を
継
続

す
る
。

中
学
３
年
生
対
象
に
夏
季
休

業
日
に
個
別
指
導
を
実
施
す
る
。

市
内
全
小
学
校
に
特
別
支
援

教
室
を
試
行
開
設
す
る
。

（
仮
称
）
第
10
中
学
校
の
建

設
工
事
、
上
向
台
小
学
校
の
大

規
模
改
造
事
業
、
田
無
小
学
校

の
校
舎
増
築
工
事
等
を
進
め
る
。

中
学
校
特
別
教
室
へ
の
空
調

設
備
整
備
工
事
を
進
め
る
。

中
学
生
対
象
の
夢
・
未
来
講

演
会
を
開
催
す
る
。

平
成
28
年
度
決
算
か
ら
地
方

公
会
計
制
度
の
導
入
を
図
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

指
定
寄
附
金
と
し
て
取
り
扱
う
。

第１回定例会では、平成29年度の市長の施政方針に対して、会派ごとに質問をする「代表質問」と無
所属議員による「一般質問」が４日間にわたり行われました。
２面～７面では、市長の施政方針及び代表質問・一般質問の主な内容についてお知らせします。
◇質問の詳細は会議録に掲載します。「会議録の公開予定」は10面をご覧ください。

質
問　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て
伺
う
。
２
月
５
日
に
行
わ

れ
た
市
長
選
挙
の
際
に
市
長
に

投
票
し
な
か
っ
た
市
民
の
声
も

謙
虚
に
聞
く
必
要
が
あ
る
。
２

期
目
の
始
ま
り
に
当
た
り
、
市

長
の
抱
負
は
。

答
弁　
改
め
て
市
民
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
、
市
民
の
た
め
の

市
政
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

質
問　
都
知
事
と
の
連
携
に
つ

い
て
伺
う
。
小
池
百
合
子
都
知

事
が
誕
生
し
て
、
都
と
の
関
係

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

答
弁　
知
事
と
の
意
見
交
換
の

場
が
設
定
さ
れ
、
個
別
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

質
問　
健
康
応
援
都
市
の
実
現

に
向
け
て
、
そ
の
方
向
性
と
目

指
す
将
来
像
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
人
々
が
互
い
に
助
け
合

い
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で

最
高
の
状
態
を
達
成
す
る
た
め
、

保
健
・
医
療
の
分
野
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
関
係
性
が
薄
か

っ
た
他
の
分
野
に
お
い
て
も
、

健
康
水
準
向
上
の
観
点
か
ら
、

市
民
の
健
康
と
ま
ち
の
健
康
を

推
進
す
る
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
こ
の
ま
ち
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
ま
ち
を
目
指
す
。

質
問　
庁
舎
の
暫
定
統
合
に
よ

る
、
保
谷
庁
舎
除
却
後
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
田
無
庁
舎
市
民
広
場
に

仮
設
庁
舎
を
整
備
し
た
上
で
、

保
谷
庁
舎
機
能
を
両
庁
舎
敷
地

に
再
配
置
す
る
。
29
年
度
は
仮

庁
舎
の
設
計
を
進
め
る
と
と
も

に
、
庁
舎
機
能
の
再
配
置
に
つ

い
て
、
田
無
庁
舎
と
仮
庁
舎
と

を
一
体
的
に
考
え
た
効
果
的
・

効
率
的
な
窓
口
配
置
や
保
谷
庁

舎
敷
地
内
で
の
臨
時
窓
口
の
開

設
、
総
合
窓
口
の
業
務
見
直
し

な
ど
の
窓
口
機
能
の
検
証
、
さ

ら
に
は
、
両
庁
舎
間
の
移
動
手

段
等
も
含
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

質
問　
泉
小
学
校
跡
地
活
用
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。
市
民
参
加

手
続
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
基
本
方
針
に
掲
げ
る
総
量

抑
制
を
基
本
と
し
つ
つ
、
地
域

団
体
と
の
意
見
交
換
や
説
明
会

等
を
行
い
、
い
た
だ
い
た
意
見

や
将
来
的
な
行
政
需
要
を
か
ん

が
み
、
ボ
ー
ル
遊
び
機
能
や
防

災
機
能
を
有
し
た
公
園
と
、
定

期
借
地
に
よ
る
民
間
整
備
を
想

定
し
た
障
害
者
福
祉
施
設
及
び

高
齢
者
福
祉
施
設
を
整
備
し
、

残
地
を
売
却
す
る
こ
と
と
す
る

跡
地
活
用
方
針
を
１
月
に
決
定

し
た
。
そ
の
後
、
市
民
説
明
会
、

市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
周
辺

公
共
施
設
へ
の
掲
示
、
近
隣
住

民
に
は
説
明
会
の
案
内
な
ど
の

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。

質
問　
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
東
大
高
齢
社
会
総
合
研

究
機
構
の
協
力
を
得
て
、
フ
レ

イ
ル
予
防
事
業
に
取
り
組
む
。

事
業
の
担
い
手
と
な
る
市
民
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、
市
内
４

圏
域
の
集
会
所
な
ど
で
、
フ
レ

イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
講
座
を
開
催
す

る
。

質
問　
市
営
住
宅
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
平
成
24
年
に
作
成
し
た

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
市
営
住
宅
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。

東
伏
見
と
泉
町
の
市
営
住
宅
に

加
え
、
借
り
上
げ
住
宅
で
あ
る

オ
ー
シ
ャ
ン
・
ハ
ウ
ス
を
集
約

し
、
泉
町
市
営
住
宅
の
跡
地
を

候
補
地
と
し
て
、
65
戸
程
度
の

規
模
の
住
宅
に
建
て
替
え
る
。

質
問　
ハ
ン
サ
ム
Ｍ
ａ
ｍ
ａ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答
弁　
子
育
て
世
代
の
女
性
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
、
仕
事
の

創
出
を
支
援
す
る
取
り
組
み
で
、

平
成
29
年
２
月
20
日
現
在
、
延

べ
337
名
の
参
加
が
あ
り
、
既
に

５
名
の
方
が
開
業
し
て
い
る
。

29
年
度
は
事
業
を
拡
大
し
、
継

続
す
る
。
保
育
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
回
数
も
増
や
し
、
お
子
様
連

れ
の
方
で
も
参
加
し
や
す
い
環

境
を
提
供
す
る
。

質
問　
待
機
児
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
27

年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
整
備

状
況
は
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に

よ
り
、
一
般
財
源
へ
の
影
響
は

ど
の
程
度
増
加
し
た
か
。

答
弁　
認
可
保
育
所
９
カ
所
、

小
規
模
保
育
事
業
14
カ
所
、
事

業
内
保
育
事
業
１
カ
所
を
整
備

し
、
定
員
変
更
等
を
含
め
、
870

人
程
度
の
定
員
拡
大
に
な
る
予

定
。
一
般
財
源
に
与
え
る
影
響

は
、
公
立
保
育
園
を
除
く
保
育

施
設
の
運
営
経
費
を
、
26
年
度

と
29
年
度
の
予
算
で
比
較
す
る

と
、
約
９
億
8
千
万
円
の
増
で

あ
る
。

質
問　
私
立
幼
稚
園
預
か
り
保

育
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
幼
稚
園
の
預

か
り
保
育
が
あ
ま
り
進
展
し
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
育
を
実

施
す
る
上
で
必
要
な
最
低
限
の

人
件
費
を
補
助
す
る
制
度
に
改

め
る
。
従
来
は
、
預
か
る
子
ど

も
の
人
数
や
開
所
日
数
に
応
じ

て
補
助
額
を
決
定
す
る
仕
組
み

だ
っ
た
た
め
、
採
算
の
観
点
か

ら
、
小
規
模
の
幼
稚
園
で
は
事

業
化
し
に
く
か
っ
た
が
、
こ
の

点
が
改
善
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

質
問　
子
ど
も
の
い
じ
め
や
虐

待
防
止
の
取
り
組
み
を
、
こ
れ

ま
で
自
民
党
は
市
長
と
と
も
に

進
め
て
き
た
。
こ
う
い
っ
た
取

り
組
み
を
横
串
で
つ
な
ぐ
理
念

条
例
の
制
定
を
提
案
す
る
が
、

考
え
を
伺
う
。

答
弁　
児
童
福
祉
法
改
正
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
必
要
な
支
援
に

つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、

虐
待
が
起
こ
り
に
く
く
次
世
代

を
担
う
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
育
つ
環
境
を
整
え
る

た
め
の
理
念
を
共
有
す
る
新
た

な
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、
検

討
を
進
め
る
。

質
問　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
充

実
は
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
29
年
度
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
平
成
28
年
10
月
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
を

利
用
し
て
実
施
し
て
い
る
障
害

者
水
泳
教
室
を
通
年
化
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
加
え
、
７
・
８

月
に
は
小
学
校
プ
ー
ル
全
面
を

利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
支
援
事
業

を
新
た
に
実
施
す
る
。

質
問　
小
規
模
公
園
に
お
け
る

市
内
事
業
者
に
よ
る
収
益
事
業
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
、

民
間
活
力
を
活
用
し
た
、
人
が

集
ま
る
公
園
づ
く
り
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
課
題
等
を
整
理
し
、
公

園
配
置
計
画
を
策
定
す
る
中
で

検
討
す
る
。

質
問　
本
市
の
農
産
物
で
あ
る

植
木
に
つ
い
て
、
必
要
な
取
り

組
み
を
伺
う
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
も
、
植
木
プ

レ
ー
ト
の
設
置
や
緑
の
ア
カ
デ

ミ
ー
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

質
問　
熊
本
地
震
の
発
生
を
受

け
て
、
自
民
党
で
は
、
非
常
用

飲
料
水
の
配
備
を
提
案
し
て
い

る
。
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
避
難
生
活
者
２
万
６
千

714
人
分
を
想
定
し
、
既
に
備
蓄

を
行
っ
て
い
る
帰
宅
困
難
児
童

生
徒
用
の
備
蓄
分
に
加
え
て
、

約
２
万
３
千
人
分
の
追
加
備
蓄

を
予
定
し
て
い
る
。

質
問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の

自
転
車
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口

は
、
駅
前
広
場
の
用
地
買
収
で

民
間
の
自
転
車
駐
車
場
が
廃
止

さ
れ
た
。
新
た
な
自
転
車
駐
車

場
の
整
備
状
況
は
。

答
弁　
平
成
28
年
10
月
に
近
隣

の
生
産
緑
地
の
買
い
取
り
申
し

出
を
受
け
、
新
規
自
転
車
駐
車

場
用
地
と
し
て
取
得
し
、
整
備

す
る
。

質
問　

都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
11
号
線
の
早
期
整
備
に
向

け
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁　
29
年
度
は
、
事
業
説
明

会
と
現
況
測
量
等
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。

質
問　
新
た
に
始
ま
る
骨
髄
移

植
ド
ナ
ー
支
援
制
度
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁　
骨
髄
等
を
提
供
す
る
方
、

ま
た
は
勤
務
す
る
事
業
所
に
１

人
１
日
２
万
円
、
事
業
者
は
１

日
１
万
円
、
７
日
を
上
限
に
、

奨
励
金
を
交
付
す
る
。

質
問　
下
野
谷
遺
跡
に
つ
い
て

伺
う
。
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た

啓
発
活
動
や
学
校
教
育
で
の
活

用
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
具

体
的
な
内
容
は
。

答
弁　
縄
文
時
代
の
様
子
を
疑

似
体
験
で
き
、
視
覚
的
に
も
理

解
を
深
め
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
上

の
博
物
館
と
し
て
活
用
す
る
。

質
問　
空
き
家
対
策
へ
の
取
り

組
み
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
新
た
に
住
宅
課
を
設
け
、

全
棟
調
査
を
実
施
し
、
実
態
把

握
と
課
題
を
整
理
す
る
。
そ
の

後
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
協

議
会
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
む
。

質
問　
市
立
公
園
の
老
木
更
新

の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
老
木
は
倒
木
の
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
29
年

度
は
、
お
お
ぞ
ら
公
園
の
桜
の

老
木
に
つ
い
て
、
樹
木
医
に
よ

る
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
伐
採

も
想
定
し
た
安
全
管
理
を
実
施

す
る
。

質
問　
木
造
密
集
地
域
に
お
け

る
緊
急
耐
震
重
点
区
域
の
耐
震

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
29
年
度
か
ら
３
カ
年
か

け
て
緊
急
耐
震
重
点
区
域
内
に

あ
る
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ

た
約
３
千
400
戸
の
木
造
戸
建
て

住
宅
を
全
て
戸
別
訪
問
し
、
耐

震
化
の
必
要
性
や
助
成
制
度
の

説
明
を
行
う
。
対
象
地
域
内
の

木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成
と
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
改
修
助
成

金
額
に
は
、
１
戸
当
た
り
30
万

円
の
加
算
を
行
う
。

質
問　
剪
定
枝
の
資
源
化
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　
剪
定
枝
の
資
源

化
は
、
23
年
度
か
ら
本

格
実
施
し
、
年
々
回
収

量
を
拡
大
し
、
29
年
度

は
600
ｔ
収
集
す
る
予
定

で
あ
る
。
ご
み
の
減
量

化
に
大
変
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

質
問　
オ
ラ
ン
ダ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
の

連
携
事
業
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　
応
募
し
た
自
治

体
の
中
か
ら
、
西
東
京

市
、
足
立
区
、
江
戸
川

区
が
選
ば
れ
、
オ
ラ
ン

ダ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
・
ス
ポ
ー
ツ
連
合
と

連
携
し
て
、
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
参
加
で
き
る
事
業

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
啓
発
や
障
害
者
の
理

解
促
進
な
ど
を
進
め
る
。

質
問　
第
４
次
行
財
政

改
革
の
見
直
し
に
つ
い

て
伺
う
。
総
合
計
画
の

計
画
期
間
に
合
わ
せ
て

１
年
間
前
倒
し
し
た
こ

と
に
よ
る
効
果
は
。
ま

た
、
経
常
収
支
比
率
が

３
年
前
よ
り
悪
化
し
て

い
る
理
由
は
。

答
弁　

１
年
前
倒
し
し

た
こ
と
に
よ
り
、
街
路

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
西
東

京
い
こ
い
の
森
公
園
等
に
お
け

る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な

ど
の
早
期
実
現
が
で
き
た
。
経

常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、
扶

助
費
、
公
債
費
、
物
件
費
な
ど

の
増
加
が
、
行
財
政
改
革
大
綱

の
取
り
組
み
の
進
捗
を
上
回
る

速
度
で
進
む
こ
と
で
、
財
政
全

体
が
硬
直
化
し
て
い
る
。

質
問　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。
施
設
保

有
量
の
削
減
は
大
き
な
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
る
が
、
根
本
の
課
題
は

施
設
の
更
新
費
用
の
財
源
確
保

で
は
な
い
か
。

答
弁　
今
後
の
公
共
施
設
の
更

新
需
要
に
対
応
す
る
に
は
、
総

量
抑
制
と
あ
わ
せ
て
、
施
設
更

新
時
の
コ
ス
ト
削
減
、
運
営
コ

ス
ト
削
減
の
視
点
で
の
検
討
も

必
要
で
あ
る
。

意
見　
保
谷
中
学
校
の
夜
間
照

明
設
置
は
、
多
く
の
方
か
ら
要

望
が
あ
り
、
地
域
に
と
っ
て
大

事
な
テ
ー
マ
と
考
え
る
。
着
実

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

丸
山
市
政
２
期
目
ス
タ
ー
ト

健
康
応
援
都
市
実
現
に
向
け
、

山
積
す
る
課
題
を
直
視
、
着
実
に

前
進
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る

保
　
谷
　
な
お
み

浜
中
　
の
り
か
た

酒
井
　
ご
う
一
郎

田
中
　
の
り
あ
き

小
　
林
　
た
つ
や

遠
　
藤
　
源
太
郎

浅
　
野
　
髙
　
司

稲
　
垣
　
裕
　
二

詳
細
は
市
報
３
月
15
日
号
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

＊

市長の施政方針の概要、代表質問（１）

市
長
の
施
政
方
針
の
概
要

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
改
革
の
取
組

は
　
じ
　
め
　
に

代表質問・一般質問の要旨

平
成
29
年
度
の
主
要
な
取
組

も
っ
と
健
康
も
っ
と
元
気
に

災
害
に
強
い
快
適
な
都
市

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
よ
う

あ
な
た
と
変
え
る

い
っ
し
ょ
に
変
え
る

次
世
代
へ
の
責
任
を

し
っ
か
り
果
た
そ
う

平成29年5月15日　 発行 第74号 （２）

西東京市



東大高齢社会総合研究機構
教授の飯島氏によるフレイ
ル予防講演会

南関東最大級の遺跡が眠る
下野谷遺跡公園

件　　名

採択年月 平成28年６月20日　趣旨採択

陳情事項

検討結果

理　　由

市民の健康を守るため、地域の特性に応
じた「受動喫煙防止条例」の早期制定を求
める。

条例化による強制的な規制の検討ではなく、
飲食施設事業者や施設管理者の実態に即した
取り組みによる受動喫煙防止対策を求める。

受動喫煙防止条例の制定については、国、
東京都の動向を注視するとともに、受動喫煙
対策として、引き続き、地域住民及び事業者
への啓発・情報の提供に努めてまいります。

国、東京都の動向を注視するとともに、受
動喫煙対策として、引き続き、地域住民及び
事業者への啓発・情報の提供に努めてまい
ります。

たばこによる健康被害については、各種健（検）診事業をはじめ、健康教育事業や小学校での
がん教育の中で取り上げています。
また、市ホームページ内に「たばこと健康」と題するコーナーを設け、受動喫煙対策をはじめ、

たばこに関するリスクや禁煙外来医療機関情報を掲載しています。

平成28年９月23日 平成28年９月23日　趣旨採択

他の自治体の状況等を見ながら、調査・研
究してまいります。

現在の期日前（不在者）投票所は、保谷庁舎
別棟と田無庁舎の２カ所のみで、ひばりが丘
地域から向かうには時間的・経済的負担とな
る。ひばりヶ丘駅南口周辺の公共施設に期日
前（不在者）投票所を設置することを求める。

ひばりが丘地域に期日前（不在者）投票
所の設置を求める陳情

西東京市における、バランスのとれた
受動喫煙防止対策を求める陳情

住民の健康増進と2020東京オリンピ
ック・パラリンピックに向けて「受動喫
煙防止条例」の早期制定を求める陳情

期日前投票所の増設に当たっては、選定
した場所が各種選挙において必ず期日前投
票所として使用できるか、投票所の一定の
広さの確保、停電によるシステムダウン等
のトラブル発生時の対応、投票の秘密保持
や二重投票の防止といったセキュリティの
確保、設置に係る経費等の課題を考慮の上、
他の自治体の状況を見ながら、調査・研究を
してまいります。

市議会で採択された請願や陳情は、市長や教育長に送付され、その後の検討経過を議会に報告することとなっています。
ここでは平成 28年に採択または趣旨採択された７件の陳情のうち、３件について市からの報告をお知らせします。また、その
他の陳情は今後適宜掲載します。

質
問　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て
伺
う
。
２
月
５
日
に
行
わ

れ
た
市
長
選
挙
の
際
に
市
長
に

投
票
し
な
か
っ
た
市
民
の
声
も

謙
虚
に
聞
く
必
要
が
あ
る
。
２

期
目
の
始
ま
り
に
当
た
り
、
市

長
の
抱
負
は
。

答
弁　
改
め
て
市
民
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
、
市
民
の
た
め
の

市
政
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

質
問　
都
知
事
と
の
連
携
に
つ

い
て
伺
う
。
小
池
百
合
子
都
知

事
が
誕
生
し
て
、
都
と
の
関
係

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

答
弁　
知
事
と
の
意
見
交
換
の

場
が
設
定
さ
れ
、
個
別
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

質
問　
健
康
応
援
都
市
の
実
現

に
向
け
て
、
そ
の
方
向
性
と
目

指
す
将
来
像
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
人
々
が
互
い
に
助
け
合

い
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で

最
高
の
状
態
を
達
成
す
る
た
め
、

保
健
・
医
療
の
分
野
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
関
係
性
が
薄
か

っ
た
他
の
分
野
に
お
い
て
も
、

健
康
水
準
向
上
の
観
点
か
ら
、

市
民
の
健
康
と
ま
ち
の
健
康
を

推
進
す
る
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
こ
の
ま
ち
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
ま
ち
を
目
指
す
。

質
問　
庁
舎
の
暫
定
統
合
に
よ

る
、
保
谷
庁
舎
除
却
後
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
田
無
庁
舎
市
民
広
場
に

仮
設
庁
舎
を
整
備
し
た
上
で
、

保
谷
庁
舎
機
能
を
両
庁
舎
敷
地

に
再
配
置
す
る
。
29
年
度
は
仮

庁
舎
の
設
計
を
進
め
る
と
と
も

に
、
庁
舎
機
能
の
再
配
置
に
つ

い
て
、
田
無
庁
舎
と
仮
庁
舎
と

を
一
体
的
に
考
え
た
効
果
的
・

効
率
的
な
窓
口
配
置
や
保
谷
庁

舎
敷
地
内
で
の
臨
時
窓
口
の
開

設
、
総
合
窓
口
の
業
務
見
直
し

な
ど
の
窓
口
機
能
の
検
証
、
さ

ら
に
は
、
両
庁
舎
間
の
移
動
手

段
等
も
含
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

質
問　
泉
小
学
校
跡
地
活
用
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。
市
民
参
加

手
続
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
基
本
方
針
に
掲
げ
る
総
量

抑
制
を
基
本
と
し
つ
つ
、
地
域

団
体
と
の
意
見
交
換
や
説
明
会

等
を
行
い
、
い
た
だ
い
た
意
見

や
将
来
的
な
行
政
需
要
を
か
ん

が
み
、
ボ
ー
ル
遊
び
機
能
や
防

災
機
能
を
有
し
た
公
園
と
、
定

期
借
地
に
よ
る
民
間
整
備
を
想

定
し
た
障
害
者
福
祉
施
設
及
び

高
齢
者
福
祉
施
設
を
整
備
し
、

残
地
を
売
却
す
る
こ
と
と
す
る

跡
地
活
用
方
針
を
１
月
に
決
定

し
た
。
そ
の
後
、
市
民
説
明
会
、

市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
周
辺

公
共
施
設
へ
の
掲
示
、
近
隣
住

民
に
は
説
明
会
の
案
内
な
ど
の

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。

質
問　
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
東
大
高
齢
社
会
総
合
研

究
機
構
の
協
力
を
得
て
、
フ
レ

イ
ル
予
防
事
業
に
取
り
組
む
。

事
業
の
担
い
手
と
な
る
市
民
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、
市
内
４

圏
域
の
集
会
所
な
ど
で
、
フ
レ

イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
講
座
を
開
催
す

る
。

質
問　
市
営
住
宅
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
平
成
24
年
に
作
成
し
た

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
市
営
住
宅
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。

東
伏
見
と
泉
町
の
市
営
住
宅
に

加
え
、
借
り
上
げ
住
宅
で
あ
る

オ
ー
シ
ャ
ン
・
ハ
ウ
ス
を
集
約

し
、
泉
町
市
営
住
宅
の
跡
地
を

候
補
地
と
し
て
、
65
戸
程
度
の

規
模
の
住
宅
に
建
て
替
え
る
。

質
問　
ハ
ン
サ
ム
Ｍ
ａ
ｍ
ａ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答
弁　
子
育
て
世
代
の
女
性
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
、
仕
事
の

創
出
を
支
援
す
る
取
り
組
み
で
、

平
成
29
年
２
月
20
日
現
在
、
延

べ
337
名
の
参
加
が
あ
り
、
既
に

５
名
の
方
が
開
業
し
て
い
る
。

29
年
度
は
事
業
を
拡
大
し
、
継

続
す
る
。
保
育
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
回
数
も
増
や
し
、
お
子
様
連

れ
の
方
で
も
参
加
し
や
す
い
環

境
を
提
供
す
る
。

質
問　
待
機
児
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
27

年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
整
備

状
況
は
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に

よ
り
、
一
般
財
源
へ
の
影
響
は

ど
の
程
度
増
加
し
た
か
。

答
弁　
認
可
保
育
所
９
カ
所
、

小
規
模
保
育
事
業
14
カ
所
、
事

業
内
保
育
事
業
１
カ
所
を
整
備

し
、
定
員
変
更
等
を
含
め
、
870

人
程
度
の
定
員
拡
大
に
な
る
予

定
。
一
般
財
源
に
与
え
る
影
響

は
、
公
立
保
育
園
を
除
く
保
育

施
設
の
運
営
経
費
を
、
26
年
度

と
29
年
度
の
予
算
で
比
較
す
る

と
、
約
９
億
8
千
万
円
の
増
で

あ
る
。

質
問　
私
立
幼
稚
園
預
か
り
保

育
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
幼
稚
園
の
預

か
り
保
育
が
あ
ま
り
進
展
し
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
育
を
実

施
す
る
上
で
必
要
な
最
低
限
の

人
件
費
を
補
助
す
る
制
度
に
改

め
る
。
従
来
は
、
預
か
る
子
ど

も
の
人
数
や
開
所
日
数
に
応
じ

て
補
助
額
を
決
定
す
る
仕
組
み

だ
っ
た
た
め
、
採
算
の
観
点
か

ら
、
小
規
模
の
幼
稚
園
で
は
事

業
化
し
に
く
か
っ
た
が
、
こ
の

点
が
改
善
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

質
問　
子
ど
も
の
い
じ
め
や
虐

待
防
止
の
取
り
組
み
を
、
こ
れ

ま
で
自
民
党
は
市
長
と
と
も
に

進
め
て
き
た
。
こ
う
い
っ
た
取

り
組
み
を
横
串
で
つ
な
ぐ
理
念

条
例
の
制
定
を
提
案
す
る
が
、

考
え
を
伺
う
。

答
弁　
児
童
福
祉
法
改
正
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
必
要
な
支
援
に

つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、

虐
待
が
起
こ
り
に
く
く
次
世
代

を
担
う
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
育
つ
環
境
を
整
え
る

た
め
の
理
念
を
共
有
す
る
新
た

な
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、
検

討
を
進
め
る
。

質
問　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
充

実
は
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
29
年
度
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
平
成
28
年
10
月
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
を

利
用
し
て
実
施
し
て
い
る
障
害

者
水
泳
教
室
を
通
年
化
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
加
え
、
７
・
８

月
に
は
小
学
校
プ
ー
ル
全
面
を

利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
支
援
事
業

を
新
た
に
実
施
す
る
。

質
問　
小
規
模
公
園
に
お
け
る

市
内
事
業
者
に
よ
る
収
益
事
業
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
、

民
間
活
力
を
活
用
し
た
、
人
が

集
ま
る
公
園
づ
く
り
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
課
題
等
を
整
理
し
、
公

園
配
置
計
画
を
策
定
す
る
中
で

検
討
す
る
。

質
問　
本
市
の
農
産
物
で
あ
る

植
木
に
つ
い
て
、
必
要
な
取
り

組
み
を
伺
う
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
も
、
植
木
プ

レ
ー
ト
の
設
置
や
緑
の
ア
カ
デ

ミ
ー
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

質
問　
熊
本
地
震
の
発
生
を
受

け
て
、
自
民
党
で
は
、
非
常
用

飲
料
水
の
配
備
を
提
案
し
て
い

る
。
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
避
難
生
活
者
２
万
６
千

714
人
分
を
想
定
し
、
既
に
備
蓄

を
行
っ
て
い
る
帰
宅
困
難
児
童

生
徒
用
の
備
蓄
分
に
加
え
て
、

約
２
万
３
千
人
分
の
追
加
備
蓄

を
予
定
し
て
い
る
。

質
問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の

自
転
車
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口

は
、
駅
前
広
場
の
用
地
買
収
で

民
間
の
自
転
車
駐
車
場
が
廃
止

さ
れ
た
。
新
た
な
自
転
車
駐
車

場
の
整
備
状
況
は
。

答
弁　
平
成
28
年
10
月
に
近
隣

の
生
産
緑
地
の
買
い
取
り
申
し

出
を
受
け
、
新
規
自
転
車
駐
車

場
用
地
と
し
て
取
得
し
、
整
備

す
る
。

質
問　

都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
11
号
線
の
早
期
整
備
に
向

け
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁　
29
年
度
は
、
事
業
説
明

会
と
現
況
測
量
等
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。

質
問　
新
た
に
始
ま
る
骨
髄
移

植
ド
ナ
ー
支
援
制
度
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁　
骨
髄
等
を
提
供
す
る
方
、

ま
た
は
勤
務
す
る
事
業
所
に
１

人
１
日
２
万
円
、
事
業
者
は
１

日
１
万
円
、
７
日
を
上
限
に
、

奨
励
金
を
交
付
す
る
。

質
問　
下
野
谷
遺
跡
に
つ
い
て

伺
う
。
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た

啓
発
活
動
や
学
校
教
育
で
の
活

用
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
具

体
的
な
内
容
は
。

答
弁　
縄
文
時
代
の
様
子
を
疑

似
体
験
で
き
、
視
覚
的
に
も
理

解
を
深
め
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
上

の
博
物
館
と
し
て
活
用
す
る
。

質
問　
空
き
家
対
策
へ
の
取
り

組
み
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
新
た
に
住
宅
課
を
設
け
、

全
棟
調
査
を
実
施
し
、
実
態
把

握
と
課
題
を
整
理
す
る
。
そ
の

後
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
協

議
会
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
む
。

質
問　
市
立
公
園
の
老
木
更
新

の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
老
木
は
倒
木
の
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
29
年

度
は
、
お
お
ぞ
ら
公
園
の
桜
の

老
木
に
つ
い
て
、
樹
木
医
に
よ

る
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
伐
採

も
想
定
し
た
安
全
管
理
を
実
施

す
る
。

質
問　
木
造
密
集
地
域
に
お
け

る
緊
急
耐
震
重
点
区
域
の
耐
震

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
29
年
度
か
ら
３
カ
年
か

け
て
緊
急
耐
震
重
点
区
域
内
に

あ
る
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ

た
約
３
千
400
戸
の
木
造
戸
建
て

住
宅
を
全
て
戸
別
訪
問
し
、
耐

震
化
の
必
要
性
や
助
成
制
度
の

説
明
を
行
う
。
対
象
地
域
内
の

木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成
と
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
改
修
助
成

金
額
に
は
、
１
戸
当
た
り
30
万

円
の
加
算
を
行
う
。

質
問　
剪
定
枝
の
資
源
化
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　
剪
定
枝
の
資
源

化
は
、
23
年
度
か
ら
本

格
実
施
し
、
年
々
回
収

量
を
拡
大
し
、
29
年
度

は
600
ｔ
収
集
す
る
予
定

で
あ
る
。
ご
み
の
減
量

化
に
大
変
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

質
問　
オ
ラ
ン
ダ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
の

連
携
事
業
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　
応
募
し
た
自
治

体
の
中
か
ら
、
西
東
京

市
、
足
立
区
、
江
戸
川

区
が
選
ば
れ
、
オ
ラ
ン

ダ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
・
ス
ポ
ー
ツ
連
合
と

連
携
し
て
、
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
参
加
で
き
る
事
業

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
啓
発
や
障
害
者
の
理

解
促
進
な
ど
を
進
め
る
。

質
問　
第
４
次
行
財
政

改
革
の
見
直
し
に
つ
い

て
伺
う
。
総
合
計
画
の

計
画
期
間
に
合
わ
せ
て

１
年
間
前
倒
し
し
た
こ

と
に
よ
る
効
果
は
。
ま

た
、
経
常
収
支
比
率
が

３
年
前
よ
り
悪
化
し
て

い
る
理
由
は
。

答
弁　

１
年
前
倒
し
し

た
こ
と
に
よ
り
、
街
路

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
西
東

京
い
こ
い
の
森
公
園
等
に
お
け

る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な

ど
の
早
期
実
現
が
で
き
た
。
経

常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、
扶

助
費
、
公
債
費
、
物
件
費
な
ど

の
増
加
が
、
行
財
政
改
革
大
綱

の
取
り
組
み
の
進
捗
を
上
回
る

速
度
で
進
む
こ
と
で
、
財
政
全

体
が
硬
直
化
し
て
い
る
。

質
問　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。
施
設
保

有
量
の
削
減
は
大
き
な
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
る
が
、
根
本
の
課
題
は

施
設
の
更
新
費
用
の
財
源
確
保

で
は
な
い
か
。

答
弁　
今
後
の
公
共
施
設
の
更

新
需
要
に
対
応
す
る
に
は
、
総

量
抑
制
と
あ
わ
せ
て
、
施
設
更

新
時
の
コ
ス
ト
削
減
、
運
営
コ

ス
ト
削
減
の
視
点
で
の
検
討
も

必
要
で
あ
る
。

意
見　
保
谷
中
学
校
の
夜
間
照

明
設
置
は
、
多
く
の
方
か
ら
要

望
が
あ
り
、
地
域
に
と
っ
て
大

事
な
テ
ー
マ
と
考
え
る
。
着
実

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

＊

代表質問（2）、議会NEWS ①

議会 NEWS ① 採択された陳情への市の対応

第74号 （３）

西東京市
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六角地蔵通りの自転車ナビマーク

質
問　
公
明
党
は
市
長
と
の
間

で
、
今
後
は
二
元
代
表
制
の
本

来
の
姿
を
目
指
し
、
是
々
非
々

で
臨
む
こ
と
で
合
意
。
二
元
代

表
制
に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

答
弁　
議
員
と
首
長
は
そ
れ
ぞ

れ
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
市
民
の

代
表
で
あ
る
。
地
方
議
会
に
お

い
て
は
与
党
・
野
党
と
い
う
概

念
が
な
じ
ま
な
い
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
。

質
問　

３
館
合
築
に
つ
い
て
、

公
明
党
が
か
ね
て
か
ら
６
項
目

の
指
摘
事
項
が
ク
リ
ア
さ
れ
な

け
れ
ば
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す

べ
き
と
訴
え
て
き
た
。
庁
内
検

討
部
会
で
ど
の
よ
う
に
議
論
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

６
項
目
は
課
題
解
決
に

向
け
て
最
善
を
尽
く
す
。

意
見　
当
市
の
公
共
施
設
の
面

積
は
、
そ
も
そ
も
多
摩
26
市
平

均
よ
り
狭
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

３
館
で
総
量
抑
制
を
図
る
の
は

疑
問
で
あ
る
。

質
問　
庁
舎
統
合
に
つ
い
て
の

公
明
党
の
意
見
と
し
て
、
保
谷

庁
舎
利
用
者
へ
の
配
慮
、
仮
設

庁
舎
整
備
の
課
題
解
決
、
庁
舎

整
備
基
金
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
、

全
市
的
な
議
論
等
を
表
明
し
た
。

29
年
度
解
決
す
べ
き
課
題
は
。

答
弁　
仮
庁
舎
の
設
計
、
庁
舎

機
能
の
再
配
置
や
保
谷
庁
舎
側

の
窓
口
機
能
の
検
証
等
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
観
点
で
検
討
す
る
。

質
問　
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援

制
度
に
つ
い
て
、
公
明
党
は
こ

れ
ま
で
220
万
人
の
署
名
に
よ
り
、

臍
帯
血
移
植
手
術
へ
の
保
険
適

用
、
公
的
バ
ン
ク
の
設
立
等
を

推
進
し
て
き
た
。
市
の
独
自
制

度
の
概
要
を
伺
う
。

答
弁　
骨
髄
等
の
提
供
者
に
は
、

一
人
１
日
２
万
円
、
事
業
所
に

は
１
日
１
万
円
、
７
日
を
上
限

と
し
て
支
給
す
る
。

質
問　
災
害
時
の
罹
災
証
明
等

を
ス
ム
ー
ズ
に
発
行
す
る
た
め

の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
訴
え
続
け
て
き

た
。
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
伺
う
。

答
弁　
迅
速
な
罹
災
証
明
の
発

行
に
よ
る
被
災
者
の
早
期
生
活

再
建
や
経
済
活
動
の
再
開
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

質
問　
避
難
所
へ
の
飲
料
水
の

備
蓄
は
、
自
宅
備
蓄
を
前
提
と

し
な
が
ら
配
備
す
べ
き
と
要
望

し
て
き
た
が
詳
細
は
。

答
弁　
避
難
者
１
人
当
た
り
500

ml
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本
の
飲
料

水
の
備
蓄
を
行
う
。

質
問　
市
民
の
努
力
に
よ
り
着

実
に
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
当
市
の

現
在
の
ラ
ン
ク
は
。

答
弁　
26
年
度
で
は
全
国
８
位

で
あ
る
。
市
民
の
ご
み
の
減
量

と
資
源
化
に
対
す
る
意
識
の
変

化
が
大
き
い
。

質
問　
待
機
児
解
消
に
向
け
た

29
年
度
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
平
成
27
年
か
ら
29
年
ま

で
の
整
備
量
と
し
て
は
、
認
可

９
カ
所
、
小
規
模
14
カ
所
、
事

業
所
内
保
育
所
１
カ
所
で
、
870

人
の
定
員
拡
大
と
な
る
。

質
問　
幼
稚
園
預
か
り
保
育
の

拡
充
に
つ
い
て
、
第
二
の
保
活

の
受
け
皿
と
し
て
も
有
効
で
あ

る
。
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

答
弁　
就
労
家
庭
が
幼
児
教
育

を
受
け
さ
せ
た
い
と
の
思
い
を

か
な
え
る
上
で
も
保
育
の
選
択

肢
が
広
が
る
。

質
問　
認
可
外
保
育
施
設
保
護

者
助
成
に
つ
い
て
、
公
明
党
の

要
望
で
29
年
度
よ
り
８
千
円
か

ら
１
万
６
千
円
に
倍
増
し
た
。

し
か
し
３
年
間
の
時
限
措
置
の

た
め
、
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
。

答
弁　
保
護
者
負
担
が
軽
減
さ

れ
、
持
続
可
能
な
制
度
を
構
築

し
た
い
。

質
問　
地
方
公
会
計
制
度
の
先

進
事
例
は
、
都
議
会
公
明
党
が

主
導
し
た
東
京
都
で
あ
る
。
新

た
な
公
会
計
制
度
の
導
入
に
よ

り
ど
の
よ
う
な
分
析
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
か
。

答
弁　
予
算
編
成
業
務
改
革
や

事
務
事
業
評
価
へ
の
活
用
、
固

定
資
産
台
帳
整
備
に
よ
る
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

活
用
等
を
検
討
す
る
。

質
問　
ま
ち
づ
く
り
に
若
者
の

参
画
を
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
総
合
計
画
後
期
計
画
策

定
の
中
で
若
者
サ
ミ
ッ
ト
を
開

催
。
若
者
の
意
見
を
反
映
す
る
。

質
問　
小
中
一
貫
教
育
を
推
進

す
べ
き
。
見
解
は
。

答
弁　
教
育
委
員
会
と
丁
寧
に

検
討
し
、
進
め
方
を
調
整
す
る
。

ま
た
、
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え

小
中
一
貫
の
形
態
を
検
証
す
る
。

質
問　
子
ど
も
の
居
場
所
と
し

て
住
吉
会
館
の
有
効
活
用
を
。

答
弁　
利
用
時
間
の
延
長
も
含

め
、
運
用
の
見
直
し
を
検
討
。

質
問　
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー

育
成
研
修
を
実
施
す
べ
き
。

答
弁　
発
達
障
が
い
相
談
支
援

体
制
の
整
備
を
検
討
す
る
。

質
問　
高
齢
者
の
社
会
参
加
を

促
す
た
め
、
交
通
不
便
地
域
で

の
外
出
し
や
す
い
環
境
に
つ
い

て
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
検
討
し
、

早
期
に
整
備
す
べ
き
。

答
弁　
高
齢
化
に
伴
っ
て
移
動

に
制
約
が
あ
る
方
の
増
加
が
見

込
ま
れ
、
外
出
支
援
は
必
要
。

提
案
の
あ
っ
た
対
応
策
も
研
究

し
、
庁
内
検
討
を
踏
ま
え
て
判

断
す
る
。

質
問　
虐
待
や
い
じ
め
の
防
止

に
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
に

よ
る
切
れ
目
な
い
支
援
が
重
要
。

西
東
京
市
議
会
公
明
党

公
明
党
の
予
算
要
望
50
項
目
の

多
く
が
新
年
度
予
算
に
反
映
！

市
民
生
活
が
ま
た
一
歩
前
進
！

佐　
藤　
公　
男

田　
代　
伸　
之

大　
林　
光　
昭

藤　
田　
美
智
子

小　
幡　
勝　
己

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

命
と
暮
ら
し
を
守
る
責
務
果
た
せ

庁
舎
統
合
は
白
紙
撤
回
せ
よ

大　
竹　
あ
つ
子

保　
谷　
清　
子

藤　
岡　
智　
明

森　
住　
孝　
明

市
長
の
政
治
姿
勢

質
問　
市
長
の
施
政
方
針
に
は
、

格
差
が
広
が
り
市
民
の
暮
ら
し

が
大
変
な
中
、
そ
れ
が
一
言
も

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
最
も
優

先
す
べ
き
こ
と
は
市
民
の
暮
ら

し
だ
。
生
活
が
苦
し
い
人
が
増

え
る
中
、
市
長
は
市
民
の
命
を

守
る
自
治
体
の
責
務
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
生
活
保
護
に
つ
い
て
は

生
活
の
安
定
・
孤
立
防
止
の
支

援
を
進
め
る
。
生
活
困
窮
者
の

方
へ
は
自
立
相
談
支
援
事
業
・

住
居
確
保
給
付
金
事
業
な
ど
福

祉
の
増
進
を
図
る
。

庁
舎
統
合
・
３
館
合
築
な
ど
市

民
参
加
の
あ
り
方

質
問　
庁
舎
統
合
、
３
館
合
築
、

旧
泉
小
学
校
跡
地
活
用
な
ど
は

あ
ら
か
じ
め
市
が
方
針
を
決
め
、

形
だ
け
の
説
明
会
を
行
い
、
結

局
は
市
の
シ
ナ
リ
オ
ど
お
り
に

進
め
て
し
ま
う
や
り
方
だ
。
市

民
が
使
い
や
す
い
施
設
を
つ
く

る
た
め
に
、
場
所
も
含
め
一
か

ら
市
民
と
話
し
合
う
考
え
は
な

い
の
か
。

答
弁　
庁
舎
統
合
方
針
の
検
討

過
程
で
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
実
施
な
ど
市
民
へ
の
情
報

提
供
と
意
見
聴
取
、
意
見
交
換

を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

意
見　
執
行
部
は
案
を
ま
と
め

て
か
ら
市
民
に
意
見
を
聞
く
と

し
て
い
る
が
、
結
局
は
市
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
て
い
な
い
。

政
策
を
つ
く
る
前
か
ら
市
民
の

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
事
だ
。

行
財
政
改
革
と
市
民
生
活

質
問　
厳
し
い
市
民
の
暮
ら
し

と
行
財
政
改
革
と
の
か
か
わ
り

で
、
国
の
社
会
保
障
削
減
か
ら

市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
防
波

堤
に
な
る
と
い
う
自
治
体
の
役

割
を
果
た
す
意
思
が
あ
る
の
か
。

答
弁　
市
民
の
福
祉
向
上
を
図

る
こ
と
が
大
変
重
要
だ
。
こ
れ

を
も
と
に
将
来
を
見
通
し
た
自

治
体
経
営
に
努
め
る
こ
と
も
大

変
重
要
だ
。

意
見　

４
年
間
市
の
や
っ
て
き

た
こ
と
は
、
市
民
犠
牲
の
負
担

増
と
サ
ー
ビ
ス
低
下
だ
っ
た
。

こ
れ
で
は
市
民
の
暮
ら
し
を
支

え
、
健
康
応
援
都
市
を
実
現
す

る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
。

旧
泉
小
学
校
の
跡
地
活
用

質
問　
こ
れ
ま
で
、
地
域
住
民

意
見
交
換
会
を
５
回
行
い
、
障

害
者
施
設
、
高
齢
者
施
設
、
ボ

ー
ル
遊
び
の
で
き
る
公
園
な
ど

の
要
望
を
取
り
入
れ
た
こ
と
は

評
価
す
る
。
し
か
し
、
近
隣
を

含
め
た
一
般
の
市
民
に
は
意
見

交
換
会
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

市
民
説
明
会
も
１
度
し
か
行
わ

ず
、
取
り
壊
し
の
方
針
決
定
を

し
た
。
市
民
の
意
見
を
十
分
に

聞
い
た
と
言
え
る
の
か
。

答
弁　
維
持
管
理
な
ど
の
財
政

面
や
総
量
抑
制
の
観
点
か
ら
取

り
壊
し
を
決
定
し
た
。

質
問　
体
育
館
を
取
り
壊
し
て
、

泉
町
の
避
難
施
設
は
足
り
る
の

か
。
子
ど
も
の
居
場
所
を
検
討

し
て
い
る
の
か
。

子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
体
制
構
築
の
考
え
は
。

答
弁　
西
東
京
市
版
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
向
け
た
検
討
な
ど
切
れ
目
な

い
支
援
体
制
を
構
築
し
た
い
。

意
見　
社
会
全
体
で
子
ど
も
を

包
摂
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
が

必
要
。
そ
う
い
う
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
を
共
有
で
き
る
子
ど
も

の
た
め
の
条
例
制
定
を
す
べ
き
。

質
問　
市
議
会
公
明
党
と
し
て
、

自
転
車
専
用
レ
ー
ン
や
ナ
ビ
マ

ー
ク
設
置
な
ど
、
自
転
車
利
用

の
安
全
対
策
を
求
め
て
き
た
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
自
転
車
事
故
が
多
い
こ

と
か
ら
、
自
転
車
の
通
行
位
置
、

進
行
方
向
を
示
し
、
交
通
事
故

を
削
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

警
視
庁
が
青
梅
街
道
、
新
青
梅

街
道
に
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
を

設
置
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も

整
備
可
能
な
場
所
に
設
置
し
て

自
転
車
走
行
環
境
を
整
備
す
る
。

質
問　
「
西
武
新
宿
線
立
体
交

差
東
伏
見
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
」
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、

東
京
都
・
沿
線
自
治
体
・
鉄
道

事
業
者
が
連
携
し
施
行
す
る
。

東
伏
見
駅
周
辺
の
将
来
像
や
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
定
め

る
た
め
、
商
店
会
や
地
域
住
民

に
意
見
を
聞
く
懇
談
会
を
年
度

内
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
今
後
、

東
京
都
の
設
計
作
業
、
環
境
影

響
評
価
や
都
市
計
画
決
定
手
続

の
後
、
工
事
着
手
と
な
る
。

質
問　
食
品
ロ
ス
を
出
さ
ず
、

経
済
的
に
も
優
れ
た
家
庭
防
災

備
蓄
方
法
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
ク
」
を
市
民
に
わ
か
り
や
す

く
周
知
す
る
よ
う
求
め
る
。

答
弁　
防
災
自
助
の
取
り
組
み

と
し
て
、
ふ
だ
ん
使
う
食
材
を

活
用
し
た
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
や
簡
易
ト
イ
レ
等
、
安
全
・

安
心
い
ー
な
メ
ー
ル
等
も
活
用

し
、
普
及
啓
発
に
努
め
た
い
。

質
問　
ト
イ
レ
の
洋
式
化
が
進

む
中
、
小
中
学
校
に
一
定
程
度

の
和
式
を
残
し
て
い
る
が
、
洋

式
化
へ
の
考
え
は
。

答
弁　
平
成
21
年
の
工
事
よ
り

小
中
学
校
に
和
式
便
器
を
残
し

て
き
た
が
、
都
が
洋
式
化
率
80

％
の
方
針
を
出
し
た
。
今
後
は

学
校
の
意
向
を
聞
き
、
洋
式
ト

イ
レ
の
数
を
検
討
し
て
い
く
。

答
弁　
子
ど
も
の
居
場
所
と
い

う
視
点
を
含
め
、
住
吉
会
館
ル

ピ
ナ
ス
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

意
見　
公
共
施
設
は
市
民
の
も

の
だ
。
体
育
館
は
使
え
る
だ
け

使
っ
て
ほ
し
い
。
市
報
な
ど
で

市
民
に
知
ら
せ
な
い
ま
ま
の
解

体
は
納
得
が
い
か
な
い
。

小
中
一
貫
教
育

質
問　
行
財
政
改
革
の
１
つ
と

し
て
、
学
校
施
設
の
適
正
配
置

と
小
中
一
貫
教
育
の
検
討
が
示

さ
れ
た
。
今
な
ぜ
小
中
一
貫
教

育
な
の
か
。

答
弁　
児
童
生
徒
数
推
計
に
基

づ
く
、
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
と
施
設
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
。
現
在
、

研
究
中
の
小
中
一
貫
教
育
は
本

市
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
教

育
環
境
の
確
保
・
充
実
の
観
点

か
ら
丁
寧
に
検
討
す
る
。

意
見　
小
中
一
貫
教
育
は
学
校

の
統
廃
合
の
中
か
ら
打
ち
出
さ

れ
た
も
の
だ
。
義
務
教
育
段
階

か
ら
複
数
の
学
校
制
度
の
も
と

で
、
教
育
の
機
会
均
等
が
図
ら

れ
る
か
が
重
要
な
問
題
と
な
る
。

行
財
政
改
革
を
進
め
る
た
め
で

あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

就
学
援
助
制
度

質
問　
新
入
学
時
の
保
護
者
の

経
済
的
負
担
は
非
常
に
大
き
い
。

入
学
準
備
金
を
入
学
前
に
支
給

す
る
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
他
自
治
体
の
取
り
組
み

状
況
等
の
情
報
収
集
と
分
析
に

努
め
る
。

質
問　
29
年
度
の
要
保
護
世
帯

の
入
学
準
備
金
が
２
倍
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
場
合
、
就
学
援
助

の
入
学
準
備
金
の
対
応
は
。

答
弁　
国
の
基
準
に
準
ず
る
。

意
見　
国
が
単
価
を
引
き
上
げ

た
場
合
は
、
ぜ
ひ
就
学
援
助
の

単
価
も
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設

で
待
機
者
解
消
を

質
問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
は
増
え
る
一
方
で
、

毎
月
１
千
300
人
を
超
え
る
深
刻

な
事
態
で
あ
る
。
増
設
に
全
力

を
尽
く
す
べ
き
だ
。

答
弁　
増
設
は
介
護
保
険
料
に

大
き
な
影
響
が
出
る
。
介
護
保

険
運
営
協
議
会
に
お
い
て
慎
重

に
検
討
す
べ
き
課
題
だ
。

保
育
の
質
を
確
保
す
る
た
め
、

認
可
保
育
園
の
増
設
を

質
問　
「
幼
児
期
は
子
ど
も
の

成
長
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
事

な
時
期
。
園
庭
が
あ
り
設
備
が

整
っ
た
認
可
保
育
園
に
子
ど
も

を
入
れ
た
い
」
と
い
う
切
実
な

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
保
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
認
可

保
育
園
の
増
設
を
求
め
る
。

答
弁　
29
年
度
の
保
育
所
整
備

に
つ
い
て
は
、
認
可
保
育
所
２

カ
所
、
小
規
模
保
育
所
２
カ
所

の
整
備
を
行
う
。
待
機
児
童
・

地
域
の
状
況
に
留
意
し
、
効
率

的
・
効
果
的
な
整
備
に
努
め
る
。

質
問　
保
育
士
の
確
保
と
処
遇

改
善
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
保
育

士
へ
の
家
賃
補
助
が
導
入
さ
れ

た
が
、
都
の
制
度
よ
り
対
象
と

な
る
保
育
士
は
限
ら
れ
て
い
る
。

範
囲
を
広
げ
る
べ
き
だ
。

答
弁　
事
業
者
の
活
用
状
況
、

保
育
士
の
確
保
状
況
な
ど
事
業

の
効
果
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

＊

＊

代表質問（3）
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３つの施設の機能を併せ持つ住吉会館ルピナス

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

　
　
み
ど
り
の
散
策
マ
ッ
プ

山　
崎　
英　
昭

た
き
し
ま　
喜
重

桐　
山　
ひ
と
み

小　
峰　
和　
美

統
一
会
派
み
ら
い

市
長
は
地
域
と
議
会
の
声
を
聞
き

市
民
が
主
役
の
西
東
京
市
に
！

市
長
の
政
治
姿
勢

質
問　
市
長
の
施
政
方
針
に
は
、

格
差
が
広
が
り
市
民
の
暮
ら
し

が
大
変
な
中
、
そ
れ
が
一
言
も

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
最
も
優

先
す
べ
き
こ
と
は
市
民
の
暮
ら

し
だ
。
生
活
が
苦
し
い
人
が
増

え
る
中
、
市
長
は
市
民
の
命
を

守
る
自
治
体
の
責
務
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
生
活
保
護
に
つ
い
て
は

生
活
の
安
定
・
孤
立
防
止
の
支

援
を
進
め
る
。
生
活
困
窮
者
の

方
へ
は
自
立
相
談
支
援
事
業
・

住
居
確
保
給
付
金
事
業
な
ど
福

祉
の
増
進
を
図
る
。

庁
舎
統
合
・
３
館
合
築
な
ど
市

民
参
加
の
あ
り
方

質
問　
庁
舎
統
合
、
３
館
合
築
、

旧
泉
小
学
校
跡
地
活
用
な
ど
は

あ
ら
か
じ
め
市
が
方
針
を
決
め
、

形
だ
け
の
説
明
会
を
行
い
、
結

局
は
市
の
シ
ナ
リ
オ
ど
お
り
に

進
め
て
し
ま
う
や
り
方
だ
。
市

民
が
使
い
や
す
い
施
設
を
つ
く

る
た
め
に
、
場
所
も
含
め
一
か

ら
市
民
と
話
し
合
う
考
え
は
な

い
の
か
。

答
弁　
庁
舎
統
合
方
針
の
検
討

過
程
で
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
実
施
な
ど
市
民
へ
の
情
報

提
供
と
意
見
聴
取
、
意
見
交
換

を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

意
見　
執
行
部
は
案
を
ま
と
め

て
か
ら
市
民
に
意
見
を
聞
く
と

し
て
い
る
が
、
結
局
は
市
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
て
い
な
い
。

政
策
を
つ
く
る
前
か
ら
市
民
の

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
事
だ
。

行
財
政
改
革
と
市
民
生
活

質
問　
厳
し
い
市
民
の
暮
ら
し

と
行
財
政
改
革
と
の
か
か
わ
り

で
、
国
の
社
会
保
障
削
減
か
ら

市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
防
波

堤
に
な
る
と
い
う
自
治
体
の
役

割
を
果
た
す
意
思
が
あ
る
の
か
。

答
弁　
市
民
の
福
祉
向
上
を
図

る
こ
と
が
大
変
重
要
だ
。
こ
れ

を
も
と
に
将
来
を
見
通
し
た
自

治
体
経
営
に
努
め
る
こ
と
も
大

変
重
要
だ
。

意
見　

４
年
間
市
の
や
っ
て
き

た
こ
と
は
、
市
民
犠
牲
の
負
担

増
と
サ
ー
ビ
ス
低
下
だ
っ
た
。

こ
れ
で
は
市
民
の
暮
ら
し
を
支

え
、
健
康
応
援
都
市
を
実
現
す

る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
。

旧
泉
小
学
校
の
跡
地
活
用

質
問　
こ
れ
ま
で
、
地
域
住
民

意
見
交
換
会
を
５
回
行
い
、
障

害
者
施
設
、
高
齢
者
施
設
、
ボ

ー
ル
遊
び
の
で
き
る
公
園
な
ど

の
要
望
を
取
り
入
れ
た
こ
と
は

評
価
す
る
。
し
か
し
、
近
隣
を

含
め
た
一
般
の
市
民
に
は
意
見

交
換
会
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

市
民
説
明
会
も
１
度
し
か
行
わ

ず
、
取
り
壊
し
の
方
針
決
定
を

し
た
。
市
民
の
意
見
を
十
分
に

聞
い
た
と
言
え
る
の
か
。

答
弁　
維
持
管
理
な
ど
の
財
政

面
や
総
量
抑
制
の
観
点
か
ら
取

り
壊
し
を
決
定
し
た
。

質
問　
体
育
館
を
取
り
壊
し
て
、

泉
町
の
避
難
施
設
は
足
り
る
の

か
。
子
ど
も
の
居
場
所
を
検
討

し
て
い
る
の
か
。

質
問　
32
・
９
％
と
市
長
選
挙

史
上
最
低
投
票
率
へ
の
評
価
は
。

答
弁　
さ
ま
ざ
ま
複
合
的
な
要

因
が
あ
る
と
思
う
が
、
真
摯
に

受
け
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

質
問　
方
針
決
定
後
の
ア
リ
バ

イ
づ
く
り
で
は
な
く
、
市
民
が

主
役
と
な
る
構
想
段
階
か
ら
の

丁
寧
な
市
民
参
加
が
不
可
欠
だ
。

答
弁　
市
民
の
市
政
へ
の
参
加

を
一
層
高
め
、
市
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

質
問　
庁
舎
統
合
方
針
は
、
市

民
や
議
会
の
声
を
聞
か
ず
、
結

論
あ
り
き
で
強
引
に
推
し
進
め

た
こ
と
で
迷
走
を
続
け
て
お
り
、

一
旦
白
紙
に
戻
し
市
民
参
加
で

検
討
し
直
す
べ
き
だ
。
ま
た
、

保
谷
庁
舎
の
耐
震
対
応
は
市
民

や
職
員
の
生
命
、
安
全
に
か
か

わ
る
問
題
で
あ
り
、
早
急
に
耐

震
診
断
を
実
施
す
べ
き
だ
。

答
弁　
現
時
点
に
お
け
る
方
策

と
し
て
望
ま
し
い
。
引
き
続
き

丁
寧
に
全
市
的
な
議
論
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

質
問　
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
で
、

市
長
自
身
の
手
で
庁
舎
の
場
所

を
決
め
る
気
が
あ
る
の
か
。

答
弁　
35
年
度
ま
で
に
決
め
る
。

意
見　
で
き
る
だ
け
早
く
市
長

自
身
が
場
所
を
決
め
る
べ
き
だ
。

質
問　

３
館
合
築
複
合
化
も
、

庁
舎
統
合
同
様
ス
タ
ー
ト
か
ら

間
違
っ
て
お
り
一
旦
白
紙
に
戻

し
て
、
各
施
設
の
あ
り
方
や
機

能
を
検
証
し
、
長
期
的
な
展
望

に
立
ち
市
民
会
館
の
売
却
も
含

め
て
検
討
し
直
す
べ
き
だ
。

答
弁　
庁
内
検
討
を
進
め
、
丁

寧
な
市
民
参
加
を
実
施
し
た
い
。

意
見　
田
無
駅
南
口
駅
前
整
備

に
合
わ
せ
て
現
庁
舎
用
地
に
１

千
500
人
規
模
の
大
ホ
ー
ル
と
中

央
図
書
館
を
含
む
ビ
ル
を
Ｐ
Ｆ

Ｉ
で
整
備
し
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
で
南
北
が
つ
な
が
れ

ば
近
隣
で
一
番
の
に
ぎ
わ
い
あ

る
商
業
地
域
に
な
る
。
50
年
、

100
年
先
を
考
え
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

質
問　
東
伏
見
駅
周
辺
は
下
野

谷
遺
跡
を
初
め
大
き
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
。
立
体

交
差
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
構

想
を
策
定
す
る
上
で
観
光
の
視

点
を
生
か
す
べ
き
だ
。
こ
れ
ら

の
資
源
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
、

東
伏
見
駅
か
ら
西
武
柳
沢
駅
ま

で
東
西
に
歩
い
て
み
た
く
な
る

回
遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
べ
き
だ
。

答
弁　
都
市
基
盤
の
整
備
を
計

画
的
に
進
め
た
い
。

質
問　
観
光
事
業
に
取
り
組
む

な
ら
担
当
者
を
設
け
る
べ
き
だ
。

答
弁　
地
域
資
源
は
魅
力
が
あ

り
、
知
名
度
を
さ
ら
に
上
げ
る

た
め
今
後
も
展
開
が
必
要
で
あ

る
。
来
訪
者
数
増
加
や
地
域
経

済
活
性
化
等
に
つ
な
げ
る
。
担

当
部
署
は
引
き
続
き
検
討
す
る
。

意
見　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

国
や
都
が
予
算
を
つ
け
て
い
る
。

出
お
く
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
。

質
問　
大
変
残
念
な
が
ら
教
育

長
が
不
在
だ
が
、
市
長
は
教
育

長
人
事
を
ど
う
す
る
の
か
。
都

と
相
談
し
て
決
め
る
の
か
。

答
弁　
市
政
運
営
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
。
可
能
な
限
り
速
や

か
に
議
会
に
上
程
し
た
い
。
人

事
に
関
し
て
東
京
都
と
相
談
と

い
う
時
点
で
は
全
く
な
い
。

質
問　
小
中
一
貫
校
の
設
立
は

そ
の
後
検
討
さ
れ
た
の
か
。

答
弁　
今
後
の
小
中
一
貫
教
育

の
検
討
の
中
で
の
課
題
と
す
る
。

意
見　
市
内
で
唯
一
直
接
隣
接

す
る
本
町
小
と
保
谷
中
で
実
現

に
向
け
て
検
討
す
べ
き
だ
。

質
問　
西
武
柳
沢
駅
に
つ
い
て

は
施
政
方
針
で
全
く
触
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
西
武

柳
沢
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
は

一
切
何
も
し
な
い
の
か
。

答
弁　
課
題
は
認
識
し
て
い
る
。

西
武
柳
沢
駅
北
口
駅
前
広
場
整

備
は
地
域
の
機
運
醸
成
の
状
況

を
見
据
え
な
が
ら
整
理
す
る
。

意
見　

４
キ
ロ
四
方
で
５
駅
し

か
な
い
。
地
域
差
な
く
公
平
感

の
あ
る
方
針
を
出
し
て
ほ
し
い
。

質
問　
女
性
の
創
業
・
就
労
支

援
と
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
施
設
の
民
設
民

営
型
整
備
の
意
義
と
目
指
す
も

の
は
。

答
弁　
地
域
に
根
差
し
た
産
業

を
育
て
、
ま
ち
の
活
力
を
伸
ば 

す
。
女
性
の
新
た
な
仕
事
の
創

出
を
支
援
す
る
。

質
問　
Ｕ
Ｒ
ひ
ば
り
が
丘
団
地

を
モ
デ
ル
地
域
と
し
た
介
護
予

防
教
室
の
取
り
組
み
を
地
域
に

ど
う
落
と
し
込
む
の
か
。

答
弁　

共
生
で
き
る
環
境
づ 

く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の

充
実
を
図
る
。
介
護
予
防
事
業 

充
実
と
フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り

組
み
を
行
い
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
を
検
討
・
研
究
す
る
。

質
問　
み
ど
り
の
散
策
マ
ッ
プ

を
健
康
づ
く
り
に
生
か
し
て
ほ

し
い
。
今
後
の
活
用
方
針
等
は
。

答
弁　
緑
を
楽
し
み
な
が
ら
適

度
な
運
動
に
よ
る
健
康
増
進
や

仲
間
づ
く
り
の
機
会
提
供
に
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
み
ど
り
の
散
策
マ
ッ
プ

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

質
問　
が
ん
検
診
は
未
受
診
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
難
し
い
が
、

今
後
の
取
り
組
み
内
容
は
。

答
弁　
受
診
機
会
の
拡
充
を
図

り
、
未
受
診
者
対
策
を
講
じ
る
。

質
問　
泉
小
学
校
の
跡
地
活
用

は
、
手
続
に
つ
い
て
怒
っ
て
い

る
近
隣
住
民
も
お
り
、
情
報
提

供
不
足
で
見
切
り
発
車
す
べ
き

で
は
な
い
。
障
害
者
福
祉
施
設

に
つ
い
て
は
十
分
な
地
域
住
民

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
限
り
進

め
ら
れ
な
い
の
で
は
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
障
害
者
施
設

整
備
は
必
要
と
の
意
見
が
あ
る
。

今
後
、
反
対
の
声
が
あ
れ
ば
必

要
性
等
を
丁
寧
に
説
明
す
る
。

質
問　
前
教
育
長
の
パ
ワ
ハ
ラ

疑
惑
で
、
な
ぜ
本
人
に
聞
き
取

り
調
査
を
し
な
い
の
か
。

答
弁　
市
長
み
ず
か
ら
事
情
聴

取
を
終
え
て
い
る
た
め
、
調
査

答
弁　
子
ど
も
の
居
場
所
と
い

う
視
点
を
含
め
、
住
吉
会
館
ル

ピ
ナ
ス
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

意
見　
公
共
施
設
は
市
民
の
も

の
だ
。
体
育
館
は
使
え
る
だ
け

使
っ
て
ほ
し
い
。
市
報
な
ど
で

市
民
に
知
ら
せ
な
い
ま
ま
の
解

体
は
納
得
が
い
か
な
い
。

小
中
一
貫
教
育

質
問　
行
財
政
改
革
の
１
つ
と

し
て
、
学
校
施
設
の
適
正
配
置

と
小
中
一
貫
教
育
の
検
討
が
示

さ
れ
た
。
今
な
ぜ
小
中
一
貫
教

育
な
の
か
。

答
弁　
児
童
生
徒
数
推
計
に
基

づ
く
、
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
と
施
設
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
。
現
在
、

研
究
中
の
小
中
一
貫
教
育
は
本

市
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
教

育
環
境
の
確
保
・
充
実
の
観
点

か
ら
丁
寧
に
検
討
す
る
。

意
見　
小
中
一
貫
教
育
は
学
校

の
統
廃
合
の
中
か
ら
打
ち
出
さ

れ
た
も
の
だ
。
義
務
教
育
段
階

か
ら
複
数
の
学
校
制
度
の
も
と

で
、
教
育
の
機
会
均
等
が
図
ら

れ
る
か
が
重
要
な
問
題
と
な
る
。

行
財
政
改
革
を
進
め
る
た
め
で

あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

就
学
援
助
制
度

質
問　
新
入
学
時
の
保
護
者
の

経
済
的
負
担
は
非
常
に
大
き
い
。

入
学
準
備
金
を
入
学
前
に
支
給

す
る
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
他
自
治
体
の
取
り
組
み

状
況
等
の
情
報
収
集
と
分
析
に

努
め
る
。

質
問　
29
年
度
の
要
保
護
世
帯

の
入
学
準
備
金
が
２
倍
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
場
合
、
就
学
援
助

の
入
学
準
備
金
の
対
応
は
。

答
弁　
国
の
基
準
に
準
ず
る
。

意
見　
国
が
単
価
を
引
き
上
げ

た
場
合
は
、
ぜ
ひ
就
学
援
助
の

単
価
も
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設

で
待
機
者
解
消
を

質
問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
は
増
え
る
一
方
で
、

毎
月
１
千
300
人
を
超
え
る
深
刻

な
事
態
で
あ
る
。
増
設
に
全
力

を
尽
く
す
べ
き
だ
。

答
弁　
増
設
は
介
護
保
険
料
に

大
き
な
影
響
が
出
る
。
介
護
保

険
運
営
協
議
会
に
お
い
て
慎
重

に
検
討
す
べ
き
課
題
だ
。

保
育
の
質
を
確
保
す
る
た
め
、

認
可
保
育
園
の
増
設
を

質
問　
「
幼
児
期
は
子
ど
も
の

成
長
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
事

な
時
期
。
園
庭
が
あ
り
設
備
が

整
っ
た
認
可
保
育
園
に
子
ど
も

を
入
れ
た
い
」
と
い
う
切
実
な

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
保
育
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
認
可

保
育
園
の
増
設
を
求
め
る
。

答
弁　
29
年
度
の
保
育
所
整
備

に
つ
い
て
は
、
認
可
保
育
所
２

カ
所
、
小
規
模
保
育
所
２
カ
所

の
整
備
を
行
う
。
待
機
児
童
・

地
域
の
状
況
に
留
意
し
、
効
率

的
・
効
果
的
な
整
備
に
努
め
る
。

質
問　
保
育
士
の
確
保
と
処
遇

改
善
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
保
育

士
へ
の
家
賃
補
助
が
導
入
さ
れ

た
が
、
都
の
制
度
よ
り
対
象
と

な
る
保
育
士
は
限
ら
れ
て
い
る
。

範
囲
を
広
げ
る
べ
き
だ
。

答
弁　
事
業
者
の
活
用
状
況
、

保
育
士
の
確
保
状
況
な
ど
事
業

の
効
果
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

議会 NEWS ②
市議会の傍聴に「手話通訳者」の派遣を依頼できます

聴覚に障害のある方が市議会の会議を傍聴する際、無料で手話通訳者または要約筆
記の依頼ができます。
ご希望の方は、市議会ホームページから依頼書をダウンロードしていただき、必要

事項をご記入の上、傍聴を希望する日の５日前までに、議会事務局のメールアドレス
またはＦＡＸ番号あてにご送付いただくか、直接ご持参ください。
なお、依頼の手順等の詳細については、市議会ホームページをご覧ください。

申請書ダウンロード方法　
西東京市ホームページ⇒市議会⇒市議会に関すること⇒傍聴するには

申請書の送付先（議会事務局）　
メールアドレス　gikai@city.nishitokyo.lg.jp
ＦＡＸ番号　　　 042-469-4058

委
員
会
と
し
て
重
ね
て
の
事
情

聴
取
は
実
施
し
な
か
っ
た
。

質
問　
議
会
の
意
見
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。
議
会
軽
視
で
は

な
い
の
か
。

答
弁　
決
し
て
議
会
を
軽
視
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

代表質問（4）、議会NEWS ②

第74号 （５）

西東京市
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東伏見付近を通過する西武新宿線

障害者就労支援センター「一歩」の窓口

市議会では、当市の先進的、独自性のある各種事業について、毎年、全国の多くの地
方議会議員の方々による行政視察を受け入れています。
平成28年度は、下表のとおり合計７団体を受け入れました。

沖縄県 浦添市

民
進
党
西
東
京

丸
山
市
長
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
！

ど
う
市
民
と
向
き
合
う
か
？

森
　
　
　
信
　
一

二
　
木
　
孝
　
之

坂
井
　
か
ず
ひ
こ

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
一
歩
前
へ

身
近
な
緑
を
こ
れ
以
上
減
ら
す
な

後
　
藤
　
ゆ
う
子

か
と
う
　
涼
　
子

子
ど
も
の
権
利
と
貧
困
対
策

質
問　
子
ど
も
の
権
利
条
例
制

定
に
向
け
、
市
長
の
決
意
は
。

市
長　
全
て
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
育
つ
環
境
を
整
え
る
た
め

の
理
念
を
共
有
す
る
条
例
制
定

に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
。

質
問　
ひ
と
り
親
世
帯
実
態
調

査
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　
年
度
内
に
集
計
分
析
し
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
ど
う
進

め
る
か
、
庁
内
で
情
報
共
有
を

行
い
検
討
す
る
。

質
問　
中
学
３
年
生
を
対
象
と

し
た
夏
季
休
業
日
の
支
援
の
取

り
組
み
は
。

部
長　
高
校
受
験
を
控
え
た
中

学
３
年
生
に
、
民
間
講
師
に
よ

る
10
日
間
程
度
の
個
別
指
導
を

実
施
す
る
。
夢
の
実
現
の
た
め
、

多
く
の
受
講
生
に
学
習
機
会
を

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

共
生
社
会
を
目
指
し
て

質
問　
住
宅
課
の
設
置
を
評
価

す
る
。
空
き
家
を
活
用
し
た
地

域
の
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
よ
。

市
長　
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
、
住
宅
相
談
、
耐
震
化
、
空

き
家
対
策
等
、
組
織
的
か
つ
効

果
的
な
施
策
の
展
開
を
図
る
。

質
問　
働
き
た
い
と
望
む
障
が

い
者
の
就
労
の
現
状
は
。

市
長　
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
一

歩
で
の
就
労
支
援
の
ほ
か
、
他

市
と
比
べ
福
祉
作
業
所
等
が
少

な
い
現
状
を
受
け
、
泉
小
学
校

跡
地
に
障
が
い
者
福
祉
施
設
の

整
備
を
検
討
す
る
。

市
内
緑
地
の
減
少
を
防
げ
！

質
問　
20
年
度
の
緑
被
率
は
26

％
。
現
在
の
緑
被
率
は
。

部
長　
20
年
度
よ
り
新
し
い
デ

ー
タ
は
な
い
。

意
見　
緑
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ

て
い
る
。
ま
ず
は
デ
ー
タ
を
し

っ
か
り
と
押
さ
え
よ
。

質
問　
公
園
の
使
用
上
の
ル
ー

ル
を
市
民
同
士
で
協
議
し
変
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
。
計
画

的
な
公
園
・
緑
地
買
い
取
り
に

向
け
た
財
源
も
確
保
す
べ
き
だ
。

市
長　
公
園
を
管
理
運

営
す
る
仕
組
み
に
つ
い

て
は
、
課
題
等
を
整
理

し
、
公
園
配
置
計
画
策

定
の
中
で
検
討
し
て
い

く
。

質
問　
お
お
ぞ
ら
公
園

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
伐

採
あ
り
き
で
は
な
く
、

延
命
の
可
能
性
を
探
れ
。

市
長　
老
木
も
多
く
、
過
去
に

倒
木
も
発
生
し
た
。
伐
採
も
想

定
し
た
安
全
管
理
を
実
施
す
る
。

保
育
の
質
と
教
育
相
談
室

質
問　
待
機
児
童
対
策
に
よ
り
、

保
育
現
場
が
多
様
化
し
て
い
る
。

保
育
の
質
の
維
持
向
上
に
向
け

た
体
制
づ
く
り
を
進
め
よ
。

市
長　
次
期
民
営
委
託
化
に
当

た
り
、
公
立
保
育
園
が
果
た
す

役
割
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
不
登
校
等
の
悩
み
を
抱

え
る
保
護
者
か
ら
、
教
育
相
談

室
に
相
談
し
て
も
問
題
が
解
決

し
な
い
と
の
声
を
聞
く
。
何
ら

か
の
改
善
を
図
る
べ
き
だ
。

部
長　
相
談
が
進
む
中
で
保
護

者
が
自
身
の
問
題
と
向
き
合
わ

ざ
る
を
得
な
い
場
面
が
あ
る
。

そ
の
苦
し
さ
を
十
分
に
理
解
し

つ
つ
、
寄
り
添
う
支
援
を
行
う
。

は
全
て
そ
の
日
の
う
ち
に
処
分

し
、
翌
日
に
繰
り
越
し
て
使
用

し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

質
問　
待
機
児
童
対
策
と
し
て
、

職
員
確
保
・
定
着
・
離
職
防
止

及
び
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
保
育

従
事
職
員
宿
舎
借
り
上
げ
支
援

こ
と
を
求
め
る
。

要
望　
東
京
都
が
西
武
新
宿
線

の
連
続
立
体
交
差
事
業
に
向
け

て
井
荻
駅
か
ら
東
伏
見
駅
の
区

間
に
着
手
す
る
が
、
西
東
京
市

を
通
過
す
る
花
小
金
井
駅
ま
で

の
区
間
を
立
体
化
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

要
望　
29
年
度
よ
り
骨
髄
ド
ナ

ー
提
供
者
や
勤
務
先
の
負
担
軽

減
の
た
め
の
支
援
制
度
が
創
設

さ
れ
る
。
今
後
と
も
市
を
挙
げ

て
ド
ナ
ー
登
録
者
を
増
や
す
努

力
や
支
援
制
度
の
周
知
に
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
る
。

質
問　

２
年
に
１
回
を
受
診
間

隔
と
す
る
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
提
言
を
受
け
と
め
て
い
た

だ
き
、
受
診
対
象
者
を
偶
数
年

齢
者
か
ら
前
年
度
未
受
診
者
に

改
正
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前

立
腺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

な
ぜ
見
直
さ
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　
任
意
型
の
が
ん
検
診
は
、

受
診
間
隔
に
つ
い
て
国
の
指
針

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
受
診
要

件
を
緩
和
す
る
対
策
が
ん
の
検

診
と
は
性
質
が
違
う
こ
と
か
ら
、

前
立
腺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は

変
更
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問　
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
西
東
京
方
式

を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。
小
中

学
校
給
食
で
提
供
さ
れ
て
い
る

牛
乳
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
食
品

も
手
つ
か
ず
の
も
の
を
廃
棄
し

て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
も

っ
た
い
な
い
と
考
え
な
い
の
か
。

答
弁　
学
校
給
食
衛
生
管
理
基

準
で
、
パ
ン
・
牛
乳
等
の
残
品

額
の
基
金
の
取
り
崩
し
は
、
安

定
的
な
財
政
運
営
を
目
指
す
上

で
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
歳
入

面
で
は
、
市
税
な
ど
の
自
主
財

源
は
も
と
よ
り
、
国
、
東
京
都

の
補
助
金
な
ど
の
特
定
財
源
の

積
極
的
な
確
保
や
受
益
者
負
担

の
適
正
化
な
ど
が
重
要
と
な
る
。

要
望　
市
内
に
点
在
す
る
小
規

模
な
公
園
に
、
災
害
時
用
の
か

ま
ど
ベ
ン
チ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
の
設
置
を
求
め
る
。

要
望　
近
く
に
身
内
等
の
頼
れ

る
方
の
い
な
い
産
褥
期
の
女
性

（
夫
婦
）
へ
の
支
援
体
制
の
さ

ら
な
る
強
化
を
求
め
る
。

要
望　
障
が
い
者
の
親
の
皆
様

の
心
配
事
は
、
親
亡
き
後
の
子

の
生
活
で
あ
る
。
成
年
後
見
人

制
度
等
を
詳
し
く
学
ぶ
勉
強
会

を
行
政
が
定
期
的
に
開
催
す
る

が
活
躍
で
き
る
場
や
、
各
年
齢

ご
と
に
参
加
で
き
る
事
業
な
ど
、

市
民
一
人
一
人
が
行
政
と
か
か

わ
り
を
持
て
る
計
画
を
も
っ
と

増
や
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
第
２
次
総
合
計
画
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
け
る
事

業
展
開
と
し
て
、
幅
広
い
年
齢

層
の
方
を
対
象
と
し
た
市
民
の

皆
様
の
活
躍
の
場
を
増
や
し
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、
地
域
振
興
、
地
域
課
題

の
解
決
な
ど
を
目
指
し
、
市
民

の
皆
様
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
。

質
問　
29
年
度
も
歳
入
歳
出
予

算
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に

基
金
を
取
り
崩
す
よ
う
だ
が
、

基
金
に
過
度
に
依
存
し
な
い
予

算
編
成
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　
予
算
編
成
に
お
い
て
多

質
問　
施
政
方
針
全
般
に
取
り

組
む
際
、
市
長
は
市
民
と
の
対

話
と
決
断
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁　
市
民
の
皆
様
、
市
議
会
、

そ
し
て
職
員
の
声
に
も
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
皆
様
の
意
見
を
踏

ま
え
た
上
で
決
断
し
、
進
む
べ

き
方
向
性
を
示
し
、
そ
れ
に
対

し
て
責
任
を
持
つ
。

質
問　
行
財
政
改
革
を
進
め
る

上
で
、
市
民
参
加
を
基
本
と
し

た
地
域
主
権
社
会
を
目
指
す
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か
。

答
弁　
地
域
の
課
題
を
地
域
で

解
決
す
る
た
め
に
、
市
民
参
加

条
例
に
基
づ
い
て
、
政
策
形
成

過
程
に
お
け
る
市
民
参
加
の
仕

組
み
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

質
問　
幅
広
い
年
齢
層
の
市
民

事
業
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
の

補
助
金
を
フ
ル
活
用
せ
ず
、
都

の
運
用
制
度
を
狭
め
た
西
東
京

市
の
運
用
制
度
に
は
納
得
が
で

き
な
い
。
今
後
の
対
応
を
問
う
。

答
弁　
事
業
者
の
活
用
状
況
と

保
育
士
の
確
保
状
況
等
、
事
業

の
効
果
に
注
視
し
て
い
く
。

＊
Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）

人
間
の
感
覚
器
官
に
働

き
か
け
、現
実
で
は
な
い
が

実
質
的
に
現
実
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
環
境
を
人
工

的
に
作
り
出
す
技
術
。

＊
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー

発
達
障
害
の
あ
る
子
を

育
て
た
経
験
を
持
ち
、一
定

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た

用
語
の
解
説

議会 NEWS ③

親
。同
じ
よ
う
に
発
達
障
害

の
あ
る
子
を
育
て
る
親
に

対
し
、自
ら
の
経
験
や
知
識

か
ら
相
談
に
応
じ
た
り
、情

報
提
供
を
す
る
。

＊
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

定
期
的（
１
カ
月
に
１
、２

度
）に
食
べ
て
、食
べ
た
分
を

買
い
足
し
備
蓄
し
て
い
く

方
法
。食
べ
な
が
ら
備
え
る

た
め
、消
費
期
限
が
短
い
レ

ト
ル
ト
食
品
等
も
非
常
食

と
し
て
扱
え
る
。

 ５月12日 鹿児島県 奄美市 ささえあいネットワーク事業について

 ７月22日 東京都 小平市 都市計画マスタープランについて

 ７月28日 兵庫県 明石市 ごみ減量と資源化推進の取り組みについて

 ８月16日   健康応援団について

 ８月17日   生ごみ無料回収事業について

 ８月23日 東京都 多摩市 市民参加条例の経緯と現状について

10月27日 山口県 周南市 公共施設適正配置計画について

11月 ９ 日 愛知県 豊田市 公共施設等総合管理計画の取り組みについて

月　　　日 都道府県 市町村名 視　 察　 目　 的

代表質問（5）、用語の解説、議会NEWS ③

視察受け入れ状況を報告します

平成29年5月15日　 発行 第74号 （６）

西東京市
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一部開園したひばりが丘さくらの道公園（公園部）

基
金
残
高
が
必
要
額
の
３
分
の
１
！

丸
山
市
政
の
財
政
運
営
に
危
機
感
募
る

納
田　
さ
お
り
（
無
所
属
）

職
員
の
答
弁
は
市
長
の
答
弁
だ
ぞ

分
別
し
た
不
燃
ご
み
の
焼
却
は
す
る
な

森　
て
る
お
（
無
所
属
）

危
機
的
財
政
運
営
！

質
問　
選
択
と
集
中
の
予
算
編

成
は
中
途
半
端
で
、
基
金
の
取

り
崩
し
に
よ
る
財
政
運
営
の
結

果
、
基
金
総
額
が
31
億
円
、
ま

ち
づ
く
り
整
備
基
金
が
５
億
円

ま
で
減
少
し
た
。
財
政
膨
張
の

要
因
に
な
る
政
治
的
予
算
要
望

も
査
定
に
か
け
る
べ
き
だ
。

答
弁　
市
の
重
要
課
題
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
予
算
と
認

識
し
て
い
る
。

庁
舎
統
合
暫
定
案
と
３
館
合
築

複
合
化
の
リ
セ
ッ
ト
を
！

質
問　
市
民
合
意
が
全
く
得
ら

れ
て
い
な
い
上
、
空
論
や
ナ
ン

セ
ン
ス
な
案
が
足
か
せ
に
な
る
。

答
弁　
暫
定
方
策
（
仮
設
庁
舎

建
設
等
）
は
い
た
だ
い
た
市
民

の
意
見
に
沿
っ
た
も
の
だ
。
合

築
複
合
化
案
は
年
内
を
目
途
に

決
定
す
る
。

保
谷
庁
舎
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ

ス
エ
リ
ア
構
想

質
問　
防
災
セ
ン
タ
ー
に
健
康

福
祉
部
を
配
置
し
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
構
築
し
て
、

機
能
分
散
型
庁
舎
と
せ
よ
。

答
弁　
保
谷
庁
舎
に
危
機
管
理

室
の
ほ
か
、
み
ど
り
環
境
部
、

都
市
整
備
部
を
配
置
し
、
防
災

対
策
機
能
を
集
約
す
る
。

特
別
支
援
教
室
本
格
実
施

質
問　
教
員
の
人
材
確
保
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
の
か
。
前
教

育
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
辞
任
が

影
響
を
与
え
な
い
か
不
安
だ
。

答
弁　
特
別
支
援
教
育
に
精
通

し
た
教
員
の
配
置
を
早
期
の
段

階
か
ら
要
請
し
て
い
る
。

質
問　
質
問
に
対
す
る
答
弁
調

整
は
し
な
い
。
用
意
さ
れ
た
答

弁
の
ま
ま
で
は
、
質
問
と
か
み

合
わ
な
く
な
る
た
め
配
慮
願
う
。

白
紙
か
ら
意
見
を
求
め
て
も
市

民
の
意
見
は
出
て
こ
な
い
、
行

政
が
あ
る
程
度
ま
と
め
て
か
ら

市
民
に
示
す
、
声
が
大
き
い
と

少
数
で
あ
っ
て
も
多
数
に
見
え

る
な
ど
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
市

長
の
考
え
と
理
解
し
て
い
い
か
。

答
弁　
白
紙
で
云
々
と
い
う
こ

と
を
答
え
た
記
憶
は
な
い
。

質
問　
市
長
の
考
え
を
聞
い
た

場
面
で
部
長
が
答
え
た
。
職
員

が
答
え
て
も
、
市
長
の
考
え
だ
。

市
長
と
職
員
は
答
え
る
場
面
を

分
け
な
け
れ
ば
だ
め
だ
。

　
不
燃
ご
み
の
焼
却
問
題
に
つ

い
て
、
市
は
燃
や
さ
な
い
で
処

理
を
す
る
ご
み
と
定
義
し
て
い

る
不
燃
ご
み
の
８
割
を
燃
や
し

て
い
る
。
市
民
の
信
頼
を
裏
切

る
行
為
だ
。
柳
泉
園
は
大
半
の

業
務
を
15
年
の
長
期
間
に
わ
た

っ
て
民
間
委
託
す
る
計
画
を
進

め
て
い
る
。
ご
み
の
減
量
化
が

進
み
、
焼
却
量
は
激
減
す
る
。

15
年
の
長
期
計
画
は
問
題
だ
。

多
摩
地
区
で
は
焼
却
施
設
を
共

同
運
営
す
る
構
成
市
の
組
み
か

え
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
。

西
東
京
市
が
独
自
処
理
を
決
め

て
も
柳
泉
園
に
15
年
の
支
払
い

義
務
が
残
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
組
み
か
え
は
理
論
上
あ

り
得
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
３
市

で
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

意
見　
15
年
計
画
は
ご
み
の
減

量
化
を
進
め
る
邪
魔
に
な
る
。

「
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」

【
説
明
】
建
築
基
準
法
の
改
正

に
よ
り
、
特
定
用
途
誘
導
地
区

内
の
建
築
物
の
容
積
率
及
び
建

築
面
積
に
関
す
る
制
限
の
適
用

除
外
に
係
る
許
可
手
数
料
１
件
、

ま
た
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
よ
り
、
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定

手
数
料
な
ど
３
件
、
合
計
４
件

の
手
数
料
を
新
た
に
徴
収
す
る

こ
と
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
「
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
基
準
に
よ
る
建
物
」
と

は
ど
の
よ
う
な
建
物
の
こ
と
か
。

答　
今
回
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す

る
法
律
に
伴
い
、
適
合
判
定
の

対
象
と
な
る
建
築
物
は
、
住
宅

以
外
の
建
築
物
で
２
千
㎡
以
上

の
新
築
及
び
300
平
米
以
上
の
増

改
築
が
対
象
と
な
る
。
こ
れ
以

下
の
規
模
の
建
築
物
に
つ
い
て

は
、
適
合
判
定
を
受
け
る
必
要

は
な
い
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

「
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」

【
説
明
】
西
東
京
市
、
柳
泉
園

組
合
及
び
多
摩
六
都
科
学
館
組

合
公
平
委
員
会
を
廃
止
し
、
新

た
に
東
京
都
市
町
村
公
平
委
員

会
に
加
入
す
る
こ
と
及
び
嘱
託

員
の
旅
費
を
支
給
す
る
出
張
の

取
り
扱
い
に
関
し
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
規
則
で
定
め
る
「
市
内
出

張
を
し
た
場
合
を
除
く
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
場
合
の
こ
と
か
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
市
内
交
通

費
に
つ
い
て
嘱
託
員
は
ど
う
さ

れ
て
い
た
の
か
。

答　
現
在
、
公
務
上
の
必
要
が

あ
る
場
合
、
大
雨
・
雪
な
ど
の

悪
天
候
の
場
合
、
そ
の
他
交
通

機
関
を
利
用
す
る
特
別
な
事
情

が
あ
る
場
合
の
３
点
を
想
定
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
職
員
が
市

内
出
張
を
対
応
し
て
い
た
が
、

や
む
を
得
ず
嘱
託
員
が
行
う
場

合
、
現
在
は
支
給
が
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。
例
え
ば
嘱
託
員

が
ご
高
齢
の
方
に
付
き
添
っ
て

市
内
の
病
院
に
行
く
場
合
、
旅

費
が
支
給
さ
れ
な
い
。
そ
の
た

め
、
嘱
託
員
に
つ
い
て
例
外
を

つ
く
る
見
直
し
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
で
の
審
議
に
よ
り
保
険

料
率
等
の
改
定
と
、
被
保
険
者

均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割

額
の
軽
減
対
象
と
な
る
所
得
基

準
の
変
更
並
び
に
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
29
年
度
の
国
保
料
の
改
定

に
お
い
て
低
所
得
者
の
軽
減
措

置
が
拡
大
さ
れ
た
が
、
５
割
軽

減
、
２
割
軽
減
で
そ
れ
ぞ
れ
何

世
帯
軽
減
が
さ
れ
、
軽
減
額
は

幾
ら
な
の
か
。
ま
た
、
医
療
費

分
の
影
響
は
。

答　

２
割
か
ら
５
割
の
軽
減
に

な
っ
た
方
が
、
世
帯
数
で
54
世

帯
、
軽
減
額
は
約
120
万
円
、
新

た
に
２
割
軽
減
に
な
っ
た
方
が

世
帯
数
で
113
世
帯
、
軽
減
額
は

約
170
万
円
。
医
療
費
分
は
約
４

千
400
万
円
で
あ
る
。

問　
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
、

基
礎
賦
課
額
が
52
万
円
か
ら
54

万
円
に
増
え
る
。
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
賦
課
額
が
17
万
円
か

ら
19
万
円
、
合
計
４
万
円
の
増

だ
が
、
急
増
で
は
な
い
か
。

答　
こ
の
間
、
毎
年
４
万
円
ほ

ど
上
げ
て
い
る
。
被
用
者
保
険

に
つ
い
て
は
標
準
報
酬
月
額
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
最
高

等
級
の
割
合
を
0.5
か
ら
1.5
の
範

囲
内
に
お
さ
め
る
法
の
縛
り
が

あ
る
。
国
保
に
は
そ
の
よ
う
な

縛
り
は
な
い
が
、
同
じ
医
療
保

険
制
度
な
の
で
、
基
準
と
し
て

は
同
じ
よ
う
な
方
向
に
持
っ
て

い
く
と
い
う
の
が
厚
生
労
働
省

の
方
針
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
今
回
運
営
協
議
会
に

諮
り
、
今
回
の
条
例
改
正
の
提

案
を
し
た
。

問　
広
域
化
に
お
け
る
市
町
村

の
努
力
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
る
の
か
。

答　
30
年
度
か
ら
の
広
域
化
に

向
け
て
は
、
広
域
化
後
の
各
市

町
村
に
保
険
者
努
力
支
援
制
度

と
い
う
新
し
い
制
度
が
で
き
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

「
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

【
説
明
】
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー

ル
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が

29
年
度
末
を
も
っ
て
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
30
年
度
か
ら
５

「
西
東
京
い
こ
い
の
森
公
園
及
び

周
辺
の
市
立
公
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定
の
変
更
に
つ
い
て
」

【
説
明
】
西
東
京
い
こ
い
の
森

公
園
及
び
Ｆ
区
域
の
市
立
公
園

は
指
定
管
理
者
に
よ
っ
て
管
理

し
て
お
り
、
新
た
に
設
置
し
た

ひ
ば
り
が
丘
さ
く
ら
の
道
公
園
、

緑
町
二
丁
目
け
や
き
公
園
、
住

吉
町
三
丁
目
ひ
ば
り
緑
地
、
こ

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、

原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会

で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
間
の
指
定
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
選
定
委
員
会
に
お
け
る
審

査
の
結
果
、
指
定
管
理
者
候
補

と
し
て
、
Ｊ
Ｎ
Ｓ
共
同
事
業
体

が
選
定
さ
れ
た
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
30
年
度
以
降
の
事
業
者
か

ら
の
提
案
は
。

答　
友
の
会
の
年
会
費
２
千
円

は
変
わ
ら
ず
、
会
員
の
有
効
期

間
を
１
年
か
ら
平
成
35
年
３
月

31
日
ま
で
に
延
長
、
駐
車
場
料

金
の
割
引
率
拡
大
、
ロ
ビ
ー
等

で
の
無
料
W
i-

F
i
の
設
置
等

で
あ
る
。

問　
応
募
が
１
団
体
し
か
な
か

っ
た
が
、
見
解
は
。

答　
審
査
得
点
の
概
要
に
お
い

て
、
１
次
審
査
、
２
次
審
査
等

の
達
成
率
が
あ
る
。
達
成
率
が

50
％
に
満
た
な
い
場
合
に
は
再

募
集
等
の
措
置
も
必
要
に
な
る

可
能
性
も
あ
っ
た
が
、
審
査
の

結
果
、
達
成
率
を
満
た
し
た
た

め
審
査
は
成
立
し
た
も
の
と
判

断
し
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

れ
ら
３
つ
の
公
園
を
追
加
す
る

も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
指
定
管
理
料
の
算
定
の
方

法
と
基
準
は
。

答　
管
理
運
営
に
係
る
維
持
管

理
経
費
は
、
植
生
管
理
費
用
及

び
清
掃
等
の
費
用
、
そ
の
他
費

用
で
あ
る
。

問　
住
吉
町
三
丁
目
ひ
ば
り
緑

地
43
㎡
で
、
年
間
約
６
万
円
の

管
理
費
用
と
の
こ
と
だ
が
、
同

規
模
で
金
銭
納
付
さ
れ
た
金
額

は
。

答　
平
成
28
年
度
に
56
・
14
㎡

相
当
で
、
933
万
６
千
円
の
金
銭

納
付
が
あ
っ
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い

て
」

【
説
明
】
西
武
池
袋
線
ひ
ば
り

ヶ
丘
駅
北
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
を
新
た
に

整
備
す
る
た
め
、
交
通
広
場
内

の
土
地
の
一
部
を
西
武
鉄
道
株

式
会
社
に
対
し
て
無
償
で
貸
し

付
け
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
無
償
貸
し
付
け
の
考
え
方

は
、
い
つ
ご
ろ
決
ま
っ
た
の
か
。

答　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
に
つ

い
て
は
、
鉄
道
用
地
が
全
く
な

い
状
況
な
の
で
、
都
市
計
画
道

路
を
整
備
す
る
際
に
、
そ
の
一

部
を
無
償
貸
し
付
け
と
い
う
形

で
対
応
で
き
な
い
か
と
い
う
協

議
を
行
っ
て
き
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

一般質問、委員会の審査から
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西東京市



民生費
374億7,985万円（53.4％）
前年度比　＋2.3％
高齢者・障害者への
サービス、子育て支援、
生活保護など

市税
314億7,359万円（44.8％）
前年度比　＋0.7％
市民税、固定資産税など

国庫支出金
113億5,382万円（16.2％）
前年度比　－1.0％
使い方が決められている
国からの補助金など

使用料及び手数料
7億243万円（1.0％）
前年度比　＋2.6％
施設の使用料、
ごみ収集手数料など

その他
18億9,939万円（2.7％）
前年度比　－2.4％
市有地の売却による
収入や寄附金など

総務費
67億6,961万円（9.6％）
前年度比　＋10.6％
市役所の運営費、
職員の人件費、
コミュニティの推進など

公債費
59億9,199万円（8.5％）
前年度比　－8.4％
借入金の返済など市債

48億1,240万円（6.9％）
前年度比　＋17.7％
道路建設などの借入金

都支出金
88億4,813万円（12.6％）
前年度比　＋1.5％
使い方が決められている
都からの補助金など

繰入金
28億143万円（4.0％）
前年度比　－16.6％
基金（市の貯金）
から繰り入れた
お金など

地方交付税
30億6,600万円（4.4％）
前年度比　－0.1％
使い方が決められて
いない国からの交付金

地方消費税交付金
37億1,300万円（5.3％）
前年度比　－4.7％
地方消費税のうち、
市区町村に配分される
もの

分担金及び負担金
9億7,300万円（1.4％）
前年度比　＋5.6％
保育料など

諸収入
5億8,583万円（0.8％）
前年度比　＋1.7％
預金利子、貸付金元
金収入、雑入

教育費
67億95万円（9.5％）
前年度比　－0.4％
小中学校やスポーツ
施設の運営費など

土木費
49億1,059万円（7.0％）
前年度比　－13.9％
道路や公園の整備など

衛生費
49億299万円（7.0％）
前年度比　＋0.1％
ごみ収集、健康促進など

消防費
25億852万円（3.6％）
前年度比　＋2.3％
防災対策など

議会費
5億5,322万円（0.8％）
前年度比　＋17.2％
議会の運営費、
議員の報酬など

その他
4億1,130万円（0.6％）
前年度比　－3.3％
商店街や農業の振興など

◆
一
般
会
計

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
２
億
３
千
296
万
１
千
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
724
億
７
千
355

万
７
千
円
と
す
る
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
個
人
市
民
税
・
法
人
市
民
税

の
増
減
要
因
に
つ
い
て

・
一
般
寄
附
金
の
補
正
後
の
状

況
、
返
礼
品
の
効
果
、
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
よ
る
寄
附
金
の
金
銭
納
付

の
状
況
、
使
い
道
に
つ
い
て

・
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
助
成
の

増
理
由
、
実
人
数
等
、
検
討

す
べ
き
課
題
に
つ
い
て

・
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
嘱
託
員
の

減
理
由
、
嘱
託
員
の
雇
用
改

善
、
募
集
と
待
機
児
の
関
係

に
つ
い
て

・
商
店
街
活
性
化
推
進
事
業
補

助
金
の
減
要
因
、
商
店
街
と

の
調
整
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
実

績
・
効
果
・
課
題
に
つ
い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事

業
費
の
見
直
し
、
ル
ー
ト
の

利
用
状
況
、
分
析
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

・
上
向
台
小
学
校
校
舎
等
大
規

模
改
造
事
業
費
の
予
算
計
上

の
経
緯
、
工
事
の
進
め
方
、

国
庫
補
助
不
採
択
時
の
対
応

に
つ
い
て

・
中
学
校
特
別
教
室
空
調
設
備

整
備
事
業
費
の
対
象
と
な
る

教
室
、
契
約
後
の
経
緯
、
事

務
手
続
の
状
況
、
協
議
書
に

つ
い
て

・
中
学
校
給
食
配
送
業
務
委
託

料
の
減
額
理
由
、
契
約
状
況
、

競
争
性
の
確
保
に
つ
い
て

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

平
成
29
年
度
当
初
予
算

平
成
28
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
702

億
２
千
900
万
円
と
定
め
る
。
債

務
負
担
行
為
は
、
庁
舎
事
務
機

器
等
リ
ー
ス
料
な
ど
23
件
を
予

定
。
地
方
債
は
、
旧
泉
小
学
校

解
体
事
業
な
ど
22
事
業
、
48
億

１
千
240
万
円
の
借
入
限
度
額
を

予
定
。
一
時
借
入
金
の
最
高
額

は
、
60
億
円
と
定
め
る
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
市
税
に
お
け
る
特
別
徴
収
納

税
義
務
者
の
増
加
理
由
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
税
収
へ
の
影

響
、
法
人
市
民
税
の
動
向
に

つ
い
て

・
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
費
の

就
学
援
助
に
お
け
る
国
の
動

向
と
市
の
対
応
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
を
初
め
各
個
別
計

画
策
定
に
向
け
た
進
め
方
、

総
合
戦
略
等
と
の
関
連
、
整

合
性
に
つ
い
て

・
仮
庁
舎
整
備
に
対
す
る
市
民

合
意
の
状
況
、
検
討
の
余
地

に
つ
い
て

・
旧
泉
小
学
校
解
体
と
跡
地
利

用
方
針
の
庁
内
手
続
の
進
め

方
、
地
域
へ
の
説
明
と
理
解

に
つ
い
て

・
市
民
会
館
、
コ
ー
ル
田
無
の

開
館
日
と
窓
口
の
状
況
、
市

民
交
流
施
設
の
統
一
に
向
け

た
検
討
状
況
に
つ
い
て

・
難
病
手
当
の
改
正
に
よ
る
対

象
者
の
変
化
と
苦
情
・
相
談

の
状
況
に
つ
い
て

・
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
の
推
進
、
進
捗
状
況
、

課
題
に
つ
い
て

・
宅
地
開
発
に
お
け
る
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
に

よ
る
金
銭
納
付
と
小
規
模
公

園
の
増
加
に
対
す
る
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

・
一
店
逸
品
事
業
、
女
性
の
働

き
方
サ
ポ
ー
ト
な
ど
産
業
振

興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
推
進
事

業
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

状
況
と
評
価
に
つ
い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事

業
と
地
域
福
祉
推
進
区
市
町

村
包
括
補
助
事
業
費
の
関
係
、

ル
ー
ト
見
直
し
に
よ
る
状
況

と
対
策
に
つ
い
て

・
放
置
自
転
車
対
策
に
お
け
る

自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ

ー
と
の
協
定
の
状
況
と
今
後

の
考
え
方
に
つ
い
て

・
市
営
住
宅
等
対
策
事
業
の
市

の
方
針
と
考
え
方
、
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て

・
地
域
防
災
計
画
と
災
害
対
応

に
お
け
る
実
態
と
の
乖
離
に

つ
い
て

・
体
罰
の
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て

・
新
座
市
と
の
図
書
館
の
相
互

利
用
に
関
す
る
協
定
と
ひ
ば

り
ヶ
丘
駅
北
口
ま
ち
づ
く
り

の
関
係
に
つ
い
て

・
中
央
図
書
館
の
あ
り
方
の
協

議
状
況
、
公
民
館
の
位
置
づ

け
、
合
築
複
合
化
基
本
プ
ラ

ン
検
討
部
会
の
検
討
状
況
と

検
討
委
員
会
の
対
応
に
つ
い

て
◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

国民健康保険特別会計

下水道事業特別会計

駐車場事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

会　 計　 区　 分

一　 般　 会　 計

特　 別　 会　 計

合　　　　　　計

平成29年度予算額

 702億2,900万円 699億9,200万円 0.3%

 464億6,927万円 461億5,867万円 0.7%

 227億2,222万円 229億3,607万円 △0.9%

 29億　314万円 33億6,758万円 △13.8%

 1億3,104万円 1億3,205万円 △0.8%

 163億2,036万円 154億7,695万円 5.4%

 43億9,251万円 42億4,602万円 3.5%

 1,166億9,827万円 1,161億5,067万円 0.5%

平成28年度予算額 伸び率

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

一般会計・特別会計予算比較表

第
１
回
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、
５
つ
の
特
別
会

計
の
予
算
を
、
３
月
15
日
か
ら
29
日
ま
で
の
間
、
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
３
月
６
日
か
ら
８
日
及
び
13
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
内
容
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開
予
定
」は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歳入 歳出

予算総額（一般会計）　702億2,900万円（前年比　0.3％）
住民１人当たり　約35万円　　１世帯当たり　約74万円

一般会計歳入・歳出予算の内訳
※平成29年４月１日現在の人口、世帯数による
※グラフの数字は四捨五入のため、総額と一致しない場合があります

予算特別委員会の審査から

平成29年5月15日　 発行 第74号 （8）
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反対無所属 森　てるお

市民合意なきハコモノ予算は撤回せよ！
予算審査の中で組織統治が崩壊していることが明らかになった。本予算

に市長の統治が及んでいるのかさえ疑問だ。本予算には市民合意を得てい
ない経費が組み込まれている。庁舎統合暫定案のもとでの仮庁舎建設や保
谷庁舎解体、市民理解なき旧泉小学校校舎解体は将来に禍根を残す。まだ
使える建物は市民の貴重な財産だ。安易に壊すのではなく、まず転用を考
えよ。市民が分別に協力した燃やせないごみの８割が柳泉園で燃やされて
いる。事実を認めずうそを言う。市民との信頼関係を壊す。約束した処理
を行え。焼却処理を15年間の長期にわたって民間委託するという。西東
京市議会は承認していない。行政が持つ強権力によって物事を進めるな。

賛成西東京市議会公明党 田代　伸之

市民のためのまちづくりを進めよ
本予算では、子育て、高齢者、障がい者（児）の福祉サービス事業、若
者のまちづくりへの参画、教育環境の整備拡充、産業や文化振興、防災対
策、道路事業や駅周辺のまちづくりなど、市民生活に直結する多くの事業
が計上された。その中に、西東京市議会公明党の50項目の予算要望、ま
た市民の声をもとに一貫して推進を申し上げてきた事業が多く反映された
ことについて評価したい。一方で、今後は厳しい財政状況をかんがみ、事
業効果の検証や行財政改革を着実に進め、選択と集中による自立可能な自
治体経営に取り組むことが求められる。市民ニーズを的確に捉え、どこま
でも市民のための市政運営を進めることを求め、本予算に賛成する。

統一会派みらい 山崎　英昭 賛成生活者ネットワーク 後藤　ゆう子

子どものための条例制定に期待する
評価する主な取り組みは、①次世代を担う全ての子どもたちが健やかに
育つ環境を整えるための理念を共有する条例制定に向け検討を始めること。
②多様な市民の参画で取り組んだ公園実態調査をもとに公園配置計画が策
定されること。③新たに住宅課が設置され、空き家の未然防止と利活用の
基礎データとなる空き家の全棟調査が行われること。④若者サミットなど
の新しい市民参加や市民協働の取り組みの検討などである。一方で市民会
館・中央図書館・田無公民館の３館合築に関して、最初に場所ありきでは
なく、それぞれの館を個別にあり方から議論し検討すべきであると指摘し、
３館合築の計画は一旦白紙に戻すべきであると強く要望し賛成とする。

反対

反対

日本共産党西東京市議団 藤岡　智明

市民不在の庁舎統合予算は撤回見直せ！
①仮庁舎整備事業費計上は、議会と市民の多様な意見や声を全く無視し

て決定された庁舎統合方針に基づくもので、市民合意形成にふさわしく市
民的議論を尽くした上でゼロベースで見直すこと。同じく３館合築基本プ
ラン策定も白紙撤回し、抜本的見直しを行うこと。旧泉小跡地解体工事費
計上については、地域住民への説明、意見聴取が極めて不十分であり、体
育館の利活用も含めて市民参加を貫いて、見直し再検討を図ること。
②市民負担増とサービス低下を押しつける行革アクションプランの実施

は、市民生活や子どもの貧困に追い打ちをかけている。国保料引き上げ、
がん検診有料化は中止し、就学援助拡充に向けた改善対策を図れ。

インフラ整備や教育予算等、待ったなしの事業が山積している中、さら
なる集中と選択が求められる状況である。私ども民進党西東京は、福祉施
策を中心に市民の安心・安全な生活を守るために市長へ20項目の提言を
示した。特に、今後の地域主権社会を西東京市が目指す上で重要となる新
たな市民参加の手法について引き続き研究すること。健康で健全な職場環
境を整備するために、イクボス、ケアボス宣言を民間に先立ち29年度の
早い時期に実施すること。特別養護老人ホーム及び認知症高齢者グループ
ホーム等の整備は、西東京市民にとって優位となる小規模施設を増やすこ
となどを盛り込み、一般会計予算に賛成する。

20万市民のための行政運営を！
小学校で一定の対応をしていたのに体罰が発生した。連携を密にし、子

どもたちに影響がないよう最大限の配慮と取り組みを求める。私たちは３
館合築と仮庁舎並びに旧泉小解体の白紙撤回を求め、組みかえ動議を提出
した。質疑により検討経過を自発的に明らかにしない姿勢がわかり、驚き
を通り越し憤りを覚える。また、行政組織の緩みと緊張感の欠如、コミュ
ニケーション不足、その結果としてガバナンスの崩壊が明らかとなった。
いま一度、行政は誰のために存在するのかという原点に立ち返り、市民や
議会、職員の声に耳を傾け、一部の人や特定の勢力のためではなく、20万
市民のためにしっかりと行政運営を行うことを求めて、本予算に反対する。

賛成民進党西東京 森　信一

市民が望む、緊張感ある予算執行を！

反対無所属 納田　さおり

虚実に満ちた市政にＮＯ！を突きつける
丸山市政２期目初年度にして西東京市の崩壊のドアを一枚一枚開いてい

くような状況だ。職員が答弁に窮する場面でも市長は下をうつむき寝てい
るように見え、責任あるトップの姿勢とは思えない。田無庁舎市民広場で
の仮設庁舎建設は市民合意などほとんどないのに賛同を得ているとうその
答弁を繰り返し、３館合築複合化を駅近の田無庁舎敷地内ではなく、あく
までも市民会館跡地で進めることは、将来、豊洲市場問題西東京市版にな
りかねない。さらに危機管理室は市長室に近接しなければならないのに保
谷庁舎側から断固動かさない。政治予算をゴテゴテと積み上げる状況など
全てが西東京市を崩壊させる内容であり反対だ！

賛成自由民主党西東京市議団 酒井　ごう一郎

行財政改革を断行せよ!
厳しい財政状況の中にもかかわらず、健康応援都市の実現に向けた各種
事業の充実や保育所整備、預かり保育への支援、また小中学校の建設や大
規模改造、小中学校での特別支援教育への対応などの教育環境の充実、都
市計画道路の整備着手や耐震性防火貯水槽の設置などの災害に強いまちづ
くり、下野谷遺跡をはじめとする地域資源の活用、産業振興の民設型ＳＯ
ＨＯ整備のための制度創設や、女性の創業・起業支援のさらなる充実や地
域産業の活性化に向けた取り組みなど、本予算は西東京市の重要課題に取
り組む予算となっていることを評価し、平成29年度一般会計予算に賛成
する。

平成29年度当初予算について、予算特別委員会での審査後、３月30日の本会議で各会派及び無所属議員によ
る討論が行われました。
ここでは、当初予算の主な討論内容についてお知らせします。
◇討論の詳細は会議録に掲載します。「会議録の公開予定」は10面をご覧ください。

当初予算に対する討論

第74号 （9）
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〇賛成　×反対
△会派内で賛否が分かれたもの

○
※2

×
※2

×
※2
×
※2
×
※2
△
※2

○
※3

〇
精
神
障
害
者
も
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度（
マ
ル
障
）

の
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
陳
情　
　
（
文
教
厚
生
）

〇
仮
設
庁
舎
は
無
駄
で
あ
る
の

で
市
民
合
意
を
求
め
る
陳
情

（
企
画
総
務
）

〇
西
東
京
市
の
空
き
家
対
策
に

関
す
る
陳
情

〇
西
東
京
市
自
転
車
活
用
推
進

計
画
に
関
す
る
陳
情

（
以
上
、
建
設
環
境
）

編
集
後
記

今
号
で
は
、
３
月
に
開
か
れ

た
第
１
回
定
例
会
に
つ
い
て
ご

報
告
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
定
例
会
の
特
徴
は
、

年
間
の
自
治
体
予
算
を
決
め
る

予
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
。
執
行
部
の
立
て
た
予

算
案
が
市
民
の
要
望
に
応
え
て

い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
方
針
の

下
で
進
め
て
い
く
の
か
、
不
要

な
予
算
を
計
上
し
て
は
い
な
い

か
等
々
、
厳
し
く
審
査
し
、
賛

否
を
判
断
し
ま
す
。

審
査
の
過
程
で
交
わ
さ
れ

た
議
論
の
一
端
を
、
本
紙
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。質
問
、疑
問
、

い
つ
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ（
W
i-

F
i
）

環
境
の
整
備
促
進
を
求
め
る
意

見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

性
犯
罪
に
関
す
る
刑
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
早
期
成
立

を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長

精
神
障
害
者
を
東
京
都
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

と
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
東
京
都
知
事

■
第
２
回
定
例
会
は
６
月
２
日

（
金
）
か
ら
開
催
予
定

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り

次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
請
願
・
陳
情
の
提
出

　
請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
が
、
第
２

回
定
例
会
で
審
査
を
行
う
た
め

に
は
、
５
月
26
日
（
金
）
ま
で

に
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※

定
例
会
開
催
予
定
日
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・一般会計（第５号）
・国民健康保険特別会計（第２号）
・下水道事業特別会計（第２号）
・後期高齢者医療特別会計（第２号)
・一般会計
・国民健康保険特別会計
・下水道事業特別会計
・駐車場事業特別会計
・介護保険特別会計
・後期高齢者医療特別会計
・市長等の給料月額の特例に関する条例
・手数料条例
・国民健康保険条例
・個人情報保護条例及び西東京市特定個人情報保護条例
・西東京市、柳泉園組合及び多摩六都科学館組合公平委員会の
共同設置の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例
・非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償等に関する条例
・一般職の職員の給与に関する条例
・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例
・指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
・都市計画審議会条例
・工事請負契約の変更について
・監査委員の選任につき同意を求めることについて
・保谷こもれびホールの指定管理者の指定について
・東伏見コミュニティセンターの指定管理者の指定について
・西東京いこいの森公園及び周辺の市立公園の指定管理者の指
定の変更について
・財産の無償貸付について
・市議会委員会条例の一部を改正する条例
・精神障害者を東京都心身障害者医療費助成制度の対象とする
ことを求める意見書
・無料公衆無線ＬＡＮ（Wi-Fi）環境の整備促進を求める意見書
・性犯罪に関する刑法の一部を改正する法律の早期成立を求め
る意見書
・高齢運転者の事故防止対策と交通環境の整備を求める意見書
・長時間労働を解消し、過労死を根絶するための意見書
・「テロ等準備罪」法案の撤回を求める意見書
・パワーハラスメント問題調査特別委員会の設置に関する動議※4

無
所
属
②（
１
）

無
所
属
①（
１
）

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
２
）

民
進
党
西
東
京（
３
）　　
　
　
　

※

２

統
一
会
派
み
ら
い（
４
）

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団（
４
）※

２

西
東
京
市
議
会
公
明
党（
５
）　　

※

１

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団（
８
）

結　
　
　
　
果

可
決

可
決

同
意

否
決

第1回定例会 議案等の議決結果一覧

当
初
予
算

(

29
年
度)

補
正
予
算

(

28
年
度)

条
例
改
正

そ
の
他

議
員
提
出
議
案

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

※2

※2

※2

※2

賛成全員

賛成全員

※1  議長は採決に加われないため、採決時は４名　※2  １名欠席　※3  一部退席　※4  可否同数により、議長裁決

会　　派
( ) は所属議員数

件　　名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳

○ ○ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ╳
○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ╳

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳

○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳

○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○

　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 ╳ ○ ○ ╳ ○ ○ ○
　 ╳ ○ △ ╳ ○ ○ ○
　 ╳ ○ △ ○ ○ ○ ○
　 ╳ ○ ○ ╳ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○

会
議
の
開
催
状
況

27
日　
議
会
報
編
集
委
員
会

２
日　
会
派
代
表
者
会
議

６
日　
会
派
代
表
者
会
議

13
日　
第
１
回
臨
時
会
・
本
会
議
（
会
議
録
署
名
議
員

の
指
名
、
会
期
の
決
定
、
選
挙
管
理
委
員
等
の

選
挙
、
議
長
辞
職
の
件
、
会
期
の
延
長
）、
議
会

運
営
委
員
会
、
会
派
代
表
者
会
議

14
日　
本
会
議
（
会
期
の
延
長
）、
議
会
運
営
委
員
会
、

会
派
代
表
者
会
議

15
日　
本
会
議
（
議
長
の
選
挙
、
副
議
長
辞
職
の
件
、

副
議
長
の
選
挙
、
会
期
の
延
長
）、
議
会
運
営
委

員
会
、
会
派
代
表
者
会
議

16
日　
本
会
議
（
委
員
会
提
出
議
案
上
程
〜
議
決
、
一

部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
、
議
案
上
程
〜

議
決
）、
企
画
総
務
委
員
会
、
文
教
厚
生
委
員
会
、

建
設
環
境
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
会
派

代
表
者
会
議
、
議
会
報
編
集
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

27
日　
第
１
回
定
例
会
・
本
会
議
（
施
政
方
針
、
議
案

等
上
程
〜
付
託
）、
予
算
特
別
委
員
会
（
正
副
委

員
長
互
選
・
理
事
会
）、
議
会
報
編
集
委
員
会

28
日　
本
会
議
（
代
表
質
問
）

１
日　
本
会
議
（
代
表
質
問
）、
会
派
代
表
者
会
議

２
日　
本
会
議
（
代
表
質
問
）

３
日　
本
会
議
（
代
表
質
問
、
一
般
質
問
）

６
日　
予
算
特
別
委
員
会

７
日　
予
算
特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

８
日　
予
算
特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

９
日　
企
画
総
務
委
員
会
、
文
教
厚
生
委
員
会

10
日　
建
設
環
境
委
員
会

13
日　
予
算
特
別
委
員
会

14
日　
本
会
議（
委
員
会
審
査
報
告
、議
案
上
程
〜
議
決
）、

議
会
運
営
委
員
会
、
会
派
代
表
者
会
議

15
日　
予
算
特
別
委
員
会

16
日　
予
算
特
別
委
員
会

17
日　
予
算
特
別
委
員
会

21
日　
予
算
特
別
委
員
会

22
日　
予
算
特
別
委
員
会

23
日　
予
算
特
別
委
員
会

24
日　
予
算
特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

27
日　
予
算
特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
予
算
特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

29
日　
本
会
議
（
会
期
の
延
長
）、
予
算
特
別
委
員
会

30
日　
本
会
議
（
委
員
会
審
査
報
告
、
議
案
・
議
員
提

出
議
案
等
上
程
〜
議
決
）、
議
会
運
営
委
員
会

（
平
成
29
年
１
月
〜
３
月
）

１
月

２
月

３
月

動議

委
員
会

提
出
議
案

条
例

制
定

ホームページ冊　子

・予算特別委員会

・常任委員会
・議会運営委員会

・本会議
・常任委員会
・議会運営委員会

・本会議
第1回定例会

第1回臨時会
会議名

・情報公開コーナー
・議会図書室
・市内図書館（本会議のみ） 5月中旬

公開中

8月上旬

5月下旬
5月下旬

8月下旬

会
議
録
の
公
開
予
定

議決結果（議案等、陳情）、意見書、会議録の公開予定、会議の開催状況等

陳
情
の
結
果

（　

）
は
付
託
委
員
会

一
部
採
択
さ
れ
た
も
の

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

今
定
例
会
で

　　　　可
決
し
た
意
見
書

次
回
定
例
会
の

　　　　　　　　　　お
知
ら
せ

平成29年5月15日　 発行 第74号 （10）

西東京市

古紙配合率70％
再生紙を使用

お問い合わせ 市議会ホームページ議会だよりについて 議会事務局庶務調査係 　　042-460-9860
傍聴等について 議会事務局議事係 　　042-460-9861 http://www.city.nishitokyo.lg.jp/sigikai/index.html

gikai@city.nishitokyo.lg.jp


